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看護学部

 

２ 看護学部の教育の特徴 

 

 講座及び教育研究分野 

 
看護学部は、５つの講座と 14 の教育研究分野で構成されています。 
 

表 1 講座一覧 
講  座 教育研究分野 

基礎看護学 
理論看護学 
看護技術学 
看護心身機構学 

母子看護学 
母性看護学 
助産学 
小児・発達看護学 

成人・老年・精神看護学 
成人看護学 
老年看護学 
精神看護学 

地域看護学 
在宅看護学 
地域保健看護学 
学校保健看護学 

看護教育・管理学 
看護管理学 
看護教育学 

 

 カリキュラム構成 

 

看護学部の学士課程教育は、５つの科目群で構成され、ディプロマ・ポリシーで掲げられた能力

を育成するための科目が配置されています。「基盤教育科目」「専門科目」は卒業要件に必要な科

目群です。「専門科目（保健学科目）」「専門科目（助産学科目）」「専門科目（教職科目）」は

それぞれ選択科目となります。 

 

実習科目の特徴  

 

学内で学んだ知識・技術を基にして、人々のニーズに応えることができるような判断能力、応用力、実践力

を養うことを主眼として、実習を通して得られた体験を自らの学習に反映させることを目的としています。そし

てこの看護の実践を通じて、その中から追究すべき課題を掘り下げ、研究の視点をもって学習を深めるような

教育を行います。実習は保健・医療・福祉の中で看護サービスを受ける人々を対象とした看護の実践的な学
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習です。看護学の実習期間の５分の４の出席をもって評価の対象とします。本学部の実習科目は表２に示す

９つを提供します。最後の看護学総合実習は、４年次にそれまでの各領域の看護学実習を修得し、自らが更

に実践的に深めたい看護学領域の実習を選択することができます。 

 

表 2 実習一覧 

１年次後期 
基礎看護学実習Ⅰ １単位 

２年次前期 
基礎看護学実習Ⅱ ２単位 

３年次後期～４年次前期 
母性看護学実習 ３単位 
小児看護学実習 ３単位 
成人看護学実習 ３単位 
老年看護学実習 ３単位 
精神看護学実習 ３単位 
地域・在宅看護実習 ２単位 

４年次前期 
看護学総合実習 ３単位 
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形態機能学Ⅰ・Ⅱ、生化学、統計学の基礎、栄養代謝学、感染免疫学、 

病因病態学、感染看護学、健康と環境、看護倫理Ⅰ・Ⅱ、薬理代謝学、 

臨床病態治療学Ⅰ・Ⅱ、公衆衛生学、看護情報学、保健医療福祉行政論Ⅰ 

看護援助技術論Ⅰ・Ⅱ、基礎看護学実習Ⅰ・Ⅱ、地域・在宅看護実習、 
成人看護学実習、老年看護学実習、小児看護学実習、母性看護学実習、 
精神看護学実習、看護学総合実習 

看護展開論Ⅰ・Ⅱ、クオリティマネジメントⅠ、フィジカルアセスメントⅠ・Ⅱ、

老年臨床看護論Ⅰ・Ⅱ、災害看護論、地域・家族ケア論、成人慢性期看護論、

小児臨床看護論Ⅰ・Ⅱ、母性臨床看護論Ⅰ・Ⅱ、精神臨床看護論Ⅰ・Ⅱ、 
在宅ケア論Ⅰ・Ⅱ、成人急性期看護論、エンドオブライフケア論 

地域母子保健論Ⅰ・Ⅱ、助産学概論Ⅰ・Ⅱ、 

助産診断技術学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ、助産学実習Ⅰ・Ⅱ、助産管理学 

食品栄養学、教育原理、発達と学習、特別支援教育論、教育課程論、 
進路指導論、道徳教育論、教育行政学、教育相談論、生徒指導論、 
日本国憲法、総合的な学習の時間の指導法、教育方法論、教職概論、 
特別活動論、保健科教育法Ⅰ・Ⅱ、教育実習Ⅰ・Ⅱ、教職実践演習、 
教職実践演習（養護教諭）、事前事後指導、養護実習 

看護学序論、看護対人援助論、老年看護学概論、看護コミュニケーション論、 

地域・在宅看護論、成人看護学概論、小児看護学概論、小児発達看護論、 
母性看護学概論、精神看護学概論、国際文化看護論 

教 職 科 目 

助 産 学 科 目 

保 健 学 科 目 保健医療福祉行政論Ⅱ、疫学、公衆衛生看護活動論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、 
保健統計学、学校保健・産業保健論、公衆衛生看護学実習 

「生きる」を支えるた

めの知識に関する

科目 

専 
 

門 
 

科 
 

目 看護教育論、いわて地域ヘルスケア探究Ⅰ・Ⅱ、看護管理論、看護研究入門、

卒業研究、学校保健看護論、学校看護学、学校健康相談活動、 
国際文化看護論演習、クオリティマネジメントⅡ、看護キャリア論、 
看護技術統合演習、精神リハビリテーション論、看護情報管理論 

地域教養（地域課題、地域理解）、国際教養（外国語、

グローバル理解）、基盤教養、課題別教養 
教 養 科 目

基 礎 科 目 入門科目、英語、情報処理、保健体育 基
盤
教
育
科
目 

「生きる」人としての

対象理解に関する

科目 

「生きる」人を支える

方法に関する科目 

「生きる」を支える看

護実践に関する科

目 

「生きる」を支える学

問としての看護の

探究・発展に関する

科目 

「生きる」を支えるこ

とができる思考に関

する科目 



― 49 ―

Ⅰ　看護学部の概要

習です。看護学の実習期間の５分の４の出席をもって評価の対象とします。本学部の実習科目は表２に示す

９つを提供します。最後の看護学総合実習は、４年次にそれまでの各領域の看護学実習を修得し、自らが更

に実践的に深めたい看護学領域の実習を選択することができます。 

 

表 2 実習一覧 

１年次後期 
基礎看護学実習Ⅰ １単位 

２年次前期 
基礎看護学実習Ⅱ ２単位 

３年次後期～４年次前期 
母性看護学実習 ３単位 
小児看護学実習 ３単位 
成人看護学実習 ３単位 
老年看護学実習 ３単位 
精神看護学実習 ３単位 
地域・在宅看護実習 ２単位 

４年次前期 
看護学総合実習 ３単位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ カリキュラム体系図 

 
 
                           

                                             

 

                                             

 

                                             

 

                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

形態機能学Ⅰ・Ⅱ、生化学、統計学の基礎、栄養代謝学、感染免疫学、 

病因病態学、感染看護学、健康と環境、看護倫理Ⅰ・Ⅱ、薬理代謝学、 

臨床病態治療学Ⅰ・Ⅱ、公衆衛生学、看護情報学、保健医療福祉行政論Ⅰ 

看護援助技術論Ⅰ・Ⅱ、基礎看護学実習Ⅰ・Ⅱ、地域・在宅看護実習、 
成人看護学実習、老年看護学実習、小児看護学実習、母性看護学実習、 
精神看護学実習、看護学総合実習 

看護展開論Ⅰ・Ⅱ、クオリティマネジメントⅠ、フィジカルアセスメントⅠ・Ⅱ、

老年臨床看護論Ⅰ・Ⅱ、災害看護論、地域・家族ケア論、成人慢性期看護論、

小児臨床看護論Ⅰ・Ⅱ、母性臨床看護論Ⅰ・Ⅱ、精神臨床看護論Ⅰ・Ⅱ、 
在宅ケア論Ⅰ・Ⅱ、成人急性期看護論、エンドオブライフケア論 

地域母子保健論Ⅰ・Ⅱ、助産学概論Ⅰ・Ⅱ、 

助産診断技術学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ、助産学実習Ⅰ・Ⅱ、助産管理学 

食品栄養学、教育原理、発達と学習、特別支援教育論、教育課程論、 
進路指導論、道徳教育論、教育行政学、教育相談論、生徒指導論、 
日本国憲法、総合的な学習の時間の指導法、教育方法論、教職概論、 
特別活動論、保健科教育法Ⅰ・Ⅱ、教育実習Ⅰ・Ⅱ、教職実践演習、 
教職実践演習（養護教諭）、事前事後指導、養護実習 

看護学序論、看護対人援助論、老年看護学概論、看護コミュニケーション論、 

地域・在宅看護論、成人看護学概論、小児看護学概論、小児発達看護論、 
母性看護学概論、精神看護学概論、国際文化看護論 

教 職 科 目 

助 産 学 科 目 

保 健 学 科 目 保健医療福祉行政論Ⅱ、疫学、公衆衛生看護活動論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、 
保健統計学、学校保健・産業保健論、公衆衛生看護学実習 

「生きる」を支えるた

めの知識に関する

科目 

専 
 

門 
 

科 
 

目 看護教育論、いわて地域ヘルスケア探究Ⅰ・Ⅱ、看護管理論、看護研究入門、

卒業研究、学校保健看護論、学校看護学、学校健康相談活動、 
国際文化看護論演習、クオリティマネジメントⅡ、看護キャリア論、 
看護技術統合演習、精神リハビリテーション論、看護情報管理論 

地域教養（地域課題、地域理解）、国際教養（外国語、

グローバル理解）、基盤教養、課題別教養 
教 養 科 目

基 礎 科 目 入門科目、英語、情報処理、保健体育 基
盤
教
育
科
目 

「生きる」人としての

対象理解に関する

科目 

「生きる」人を支える

方法に関する科目 

「生きる」を支える看

護実践に関する科

目 

「生きる」を支える学

問としての看護の

探究・発展に関する

科目 

「生きる」を支えるこ

とができる思考に関

する科目 



― 50 ―

看護学部

 

 

４ 卒業要件 

 

本学部を卒業するためには、４年以上在学し、下表に示す所定の単位を修得しなければなりませ

ん。 
 

表 3 卒業要件 

区  分 配当単位数
卒業要件単位数 

必修 選択 計 

基

盤

教

育

科

目 

「生きる」を支えることができる思考に関す

る科目 
 

基
礎
科
目 

入門科目 4 4   4 

英語 8 8   8 

情報処理 2 2   2 

保健体育 3 1 1 

教
養
科
目 

地域教養 
地域理解 12 

  12 12 

地域学習 14 

国際教養 
外国語 52 

グローバル理解 32 

データサイエンス教養 6 

基盤教養 42 

課題別教養 28 

計 203 14 13 27 

専
門
科
目 

「生きる」を支えるための知識に関する科目 22 21 

 4※ 

21 

「生きる」人としての対象理解に関する科目 13 13 13 

「生きる」人を支える方法に関する科目 25 25 25 

「生きる」を支える看護実践に関する科目 26 26 26 

「生きる」を支える学問としての看護の探

究・発展に関する科目 
19 9 13 

保健学科目 18       

助産学科目 27       

教職科目 39       

計 189 94 4 98 

合計 392 108 17 125 

※選択：「生きる」を支えるための知識に関する科目、「生きる」を支える学問としての看護の探

究・発展に関する科目から４単位以上。ただし４単位までは保健学科目又は助産学科目の修得

単位をもって充てることができる。

  

  

 

 

 

５ 履修登録単位数の上限 

 

本学部において、各学期に履修科目として登録することができる単位数の上限は 27 単位です。 

ただし、以下の科目は登録できる単位数に含まれません。１単位 45 時間の質担保のため、事前、

事後学習時間の確保の意味で、上限 27 単位としています。編入生にあっては単位数の上限は設け

ません。 

 ・語学研修Ⅰ、語学研修Ⅱ 

 ・いわて創造学習Ⅰ、いわて創造学習Ⅱ 

  ・自由聴講科目（教職科目） 

 

              ６ 進級要件                   
 

本学部では、２年次、３年次に進級するためには以下の条件を満たす必要があります。 

１．２年次への進級 

１年次に配置されている専門科目の単位を全て修得していること。 

２．３年次への進級 

２年次に配置されている必修の専門科目の単位を全て修得していること。 

 

 

７ 先修条件 

 

それぞれの実習科目を履修するためには以下の条件を満たす必要があります。 

１．基礎看護学実習Ⅰは、「看護学序論」「看護対人援助論」「形態機能学Ⅰ」の単位を修得して

いること。 

２．各専門領域の実習は、3 年前期の「在宅ケア論Ⅰ」「成人急性期看護論」「老年臨床看護論Ⅱ」 
「小児臨床看護論Ⅱ」「母性臨床看護論Ⅱ」「精神臨床看護論Ⅱ」の単位を修得していること。 

３．看護学総合実習は、看護学総合実習を実施する当該年度の前期終了までに、６専門領域の

うち、４専門領域の実習の単位の修得見込みがあること。 
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外国語 52 

グローバル理解 32 
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基盤教養 42 

課題別教養 28 

計 203 14 13 27 

専
門
科
目 

「生きる」を支えるための知識に関する科目 22 21 

 4※ 

21 

「生きる」人としての対象理解に関する科目 13 13 13 

「生きる」人を支える方法に関する科目 25 25 25 

「生きる」を支える看護実践に関する科目 26 26 26 

「生きる」を支える学問としての看護の探

究・発展に関する科目 
19 9 13 

保健学科目 18       

助産学科目 27       

教職科目 39       

計 189 94 4 98 

合計 392 108 17 125 

※選択：「生きる」を支えるための知識に関する科目、「生きる」を支える学問としての看護の探

究・発展に関する科目から４単位以上。ただし４単位までは保健学科目又は助産学科目の修得

単位をもって充てることができる。

  

  

 

 

 

５ 履修登録単位数の上限 

 

本学部において、各学期に履修科目として登録することができる単位数の上限は 27 単位です。 

ただし、以下の科目は登録できる単位数に含まれません。１単位 45 時間の質担保のため、事前、

事後学習時間の確保の意味で、上限 27 単位としています。編入生にあっては単位数の上限は設け

ません。 

 ・語学研修Ⅰ、語学研修Ⅱ 

 ・いわて創造学習Ⅰ、いわて創造学習Ⅱ 

  ・自由聴講科目（教職科目） 

 

              ６ 進級要件                   
 

本学部では、２年次、３年次に進級するためには以下の条件を満たす必要があります。 

１．２年次への進級 

１年次に配置されている専門科目の単位を全て修得していること。 

２．３年次への進級 

２年次に配置されている必修の専門科目の単位を全て修得していること。 

 

 

７ 先修条件 

 

それぞれの実習科目を履修するためには以下の条件を満たす必要があります。 

１．基礎看護学実習Ⅰは、「看護学序論」「看護対人援助論」「形態機能学Ⅰ」の単位を修得して

いること。 

２．各専門領域の実習は、3 年前期の「在宅ケア論Ⅰ」「成人急性期看護論」「老年臨床看護論Ⅱ」 
「小児臨床看護論Ⅱ」「母性臨床看護論Ⅱ」「精神臨床看護論Ⅱ」の単位を修得していること。 

３．看護学総合実習は、看護学総合実習を実施する当該年度の前期終了までに、６専門領域の

うち、４専門領域の実習の単位の修得見込みがあること。 
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看護学部 

 

８ 各種取得資格 
 

 看護師国家試験受験資格 

 

１．看護学科目 

本学部の卒業要件の単位を修得すると看護師国家試験受験資格が与えられます。 

 
 保健師国家試験受験資格・助産師国家試験受験資格・教員教職免許状取得 

 
保健師国家試験受験資格、助産師国家試験受験資格、教育職員免許状の取得については、そ

れぞれの関連科目群を履修する必要があります。その履修資格は選考基準によって決定します。

詳細は、各年次の新学期ガイダンスで説明します。 
 なお、いずれかの履修者選考試験を受けられるのは 1 回のみで、保健学科目選考試験は 2 年

次に、助産学科目選考試験と教職科目選考試験は 3 年次に行います。 
 

１．保健学科目（保健師国家試験受験資格） 

【選考前要件】 

選考前までに以下の要件を満たすことを求めます。 
① 2 年次後期までの卒業要件科目（必修・選択）の単位を全て修得していること。 
② 「公衆衛生学」の成績が『良』以上であること。 
【履修決定後】 

① 選考の結果、保健学科目の履修が確定した学生は保健学科目である「保健医療福祉行政論

Ⅱ」、「疫学」、「公衆衛生看護活動論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」、「保健統計学」、「学校保健・産業保健

論」、「公衆衛生看護学実習」を履修します。 
② 「公衆衛生看護学実習」は、6 専門領域の看護学実習及び「看護学総合実習」の単位を全て

修得していること、4 年次前期までの保健学科目の単位を全て修得していることが先修条件

となります。 
③ 保健学科目の単位を全て修得することで、保健師国家試験受験資格が与えられます。 
【その他】 
① 保健学科目のうち、4 単位は「生きる」を支えるための知識に関する科目・「生きる」を支

える学問としての看護の探究・発展に関する科目の選択科目への振替ができます。 
② 編入生は「地域・在宅看護実習」は既習得単位として認められる場合があります。編入生の

保健学科目の履修については、別途説明します。 
③ 保健師の資格を取得後、養護教諭二種及び第一種衛生管理者の免許を申請することができ

ます。そのためには、教職科目の「日本国憲法」（選択）2 単位、基盤教育科目の「健康科

学」（選択）2 単位、「体育実技」（選択）1 単位を履修しておくことが必要です。 
 

２．助産学科目（助産師国家試験受験資格） 

【選考前要件】 

選考前までに以下の要件を満たすことを求めます。 
① 3 年次前期までの卒業要件科目（必修・選択）の単位を全て修得していること。 
② 「母性臨床看護論Ⅰ」及び「母性臨床看護論Ⅱ」の成績が『良』以上であること。 
③ 「地域母子保健論Ⅰ」の単位を修得していること。 
【履修決定後】 

① 選考の結果、助産学科目の履修が決定した学生は、助産学科目である「助産学概論Ⅰ・Ⅱ」

「地域母子保健論Ⅱ」「助産診断技術学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ」「助産管理学」「助産学実

習Ⅰ・Ⅱ」の全てを履修します。 
 

 

 

② 「助産学実習Ⅰ」は「地域母子保健論Ⅰ」（3 年次前期）「助産学概論Ⅰ」「助産診断技術学

Ⅰ」（3 年次後期）の単位の修得が、また「助産学実習Ⅱ」は、「助産学概論Ⅱ」「地域母子

保健論Ⅱ」「助産診断技術学Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ」（4 年次前期）の単位修得が先修条件となりま

す。 
③ 助産学科目の単位を全て修得することで、助産師国家試験受験資格が与えられます。 
【その他】 
助産学科目のうち、4 単位は「生きる」を支えるための知識に関する科目・「生きる」を支え

る学問としての看護の探究・発展に関する科目の選択科目への振替ができます。 
 

３．教職科目（教育職員免許状取得） 

本学の教職科目の単位を修得することで養護教諭一種免許状と高等学校教諭一種免許状（保

健）が与えられます。詳細は 61 ページ参照のこと。 
 
 

９ 卒業後の進路 

 
卒業後は、各国家試験合格及び教員免許状取得によって、病院等の医療機関の看護部門、保

健所、市町村保健センター、事業所内保健管理部門、各種保健福祉施設、幼小中高等学校及び

特別支援学校等が主な就職先になります。また大学院に進学することもできます。 
自分の将来をイメージしながら、有意義な大学生活を送ってください。 
 

 

 



― 53 ―

Ⅰ　看護学部の概要 

 

８ 各種取得資格 
 

 看護師国家試験受験資格 

 

１．看護学科目 

本学部の卒業要件の単位を修得すると看護師国家試験受験資格が与えられます。 

 
 保健師国家試験受験資格・助産師国家試験受験資格・教員教職免許状取得 

 
保健師国家試験受験資格、助産師国家試験受験資格、教育職員免許状の取得については、そ

れぞれの関連科目群を履修する必要があります。その履修資格は選考基準によって決定します。

詳細は、各年次の新学期ガイダンスで説明します。 
 なお、いずれかの履修者選考試験を受けられるのは 1 回のみで、保健学科目選考試験は 2 年

次に、助産学科目選考試験と教職科目選考試験は 3 年次に行います。 
 

１．保健学科目（保健師国家試験受験資格） 

【選考前要件】 

選考前までに以下の要件を満たすことを求めます。 
① 2 年次後期までの卒業要件科目（必修・選択）の単位を全て修得していること。 
② 「公衆衛生学」の成績が『良』以上であること。 
【履修決定後】 

① 選考の結果、保健学科目の履修が確定した学生は保健学科目である「保健医療福祉行政論

Ⅱ」、「疫学」、「公衆衛生看護活動論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」、「保健統計学」、「学校保健・産業保健

論」、「公衆衛生看護学実習」を履修します。 
② 「公衆衛生看護学実習」は、6 専門領域の看護学実習及び「看護学総合実習」の単位を全て

修得していること、4 年次前期までの保健学科目の単位を全て修得していることが先修条件

となります。 
③ 保健学科目の単位を全て修得することで、保健師国家試験受験資格が与えられます。 
【その他】 
① 保健学科目のうち、4 単位は「生きる」を支えるための知識に関する科目・「生きる」を支

える学問としての看護の探究・発展に関する科目の選択科目への振替ができます。 
② 編入生は「地域・在宅看護実習」は既習得単位として認められる場合があります。編入生の

保健学科目の履修については、別途説明します。 
③ 保健師の資格を取得後、養護教諭二種及び第一種衛生管理者の免許を申請することができ

ます。そのためには、教職科目の「日本国憲法」（選択）2 単位、基盤教育科目の「健康科

学」（選択）2 単位、「体育実技」（選択）1 単位を履修しておくことが必要です。 
 

２．助産学科目（助産師国家試験受験資格） 

【選考前要件】 

選考前までに以下の要件を満たすことを求めます。 
① 3 年次前期までの卒業要件科目（必修・選択）の単位を全て修得していること。 
② 「母性臨床看護論Ⅰ」及び「母性臨床看護論Ⅱ」の成績が『良』以上であること。 
③ 「地域母子保健論Ⅰ」の単位を修得していること。 
【履修決定後】 

① 選考の結果、助産学科目の履修が決定した学生は、助産学科目である「助産学概論Ⅰ・Ⅱ」

「地域母子保健論Ⅱ」「助産診断技術学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ」「助産管理学」「助産学実

習Ⅰ・Ⅱ」の全てを履修します。 
 

 

 

② 「助産学実習Ⅰ」は「地域母子保健論Ⅰ」（3 年次前期）「助産学概論Ⅰ」「助産診断技術学

Ⅰ」（3 年次後期）の単位の修得が、また「助産学実習Ⅱ」は、「助産学概論Ⅱ」「地域母子

保健論Ⅱ」「助産診断技術学Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ」（4 年次前期）の単位修得が先修条件となりま

す。 
③ 助産学科目の単位を全て修得することで、助産師国家試験受験資格が与えられます。 
【その他】 
助産学科目のうち、4 単位は「生きる」を支えるための知識に関する科目・「生きる」を支え

る学問としての看護の探究・発展に関する科目の選択科目への振替ができます。 
 

３．教職科目（教育職員免許状取得） 

本学の教職科目の単位を修得することで養護教諭一種免許状と高等学校教諭一種免許状（保

健）が与えられます。詳細は 61 ページ参照のこと。 
 
 

９ 卒業後の進路 

 
卒業後は、各国家試験合格及び教員免許状取得によって、病院等の医療機関の看護部門、保

健所、市町村保健センター、事業所内保健管理部門、各種保健福祉施設、幼小中高等学校及び

特別支援学校等が主な就職先になります。また大学院に進学することもできます。 
自分の将来をイメージしながら、有意義な大学生活を送ってください。 
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Ⅱ　授　業　科　目
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必修 選択 自由
形態機能学Ⅰ １　前 2 ○ 　
生化学 １　前 1 ○ 必修　21単位
統計学の基礎 １　前 2 ○ 選択
感染免疫学 １　前 1 ○
形態機能学Ⅱ １　後 1 ○
栄養代謝学 １　後 1 ○
病因病態学 １　後 1 ○
感染看護学 １　後 1 ○
健康と環境 １　後 1 ○
看護倫理Ⅰ １　後 1 ○
薬理代謝学 ２　前 1 ○
臨床病態治療学Ⅰ ２　前 1 ○
公衆衛生学 ２　前 2 ○
臨床病態治療学Ⅱ ２　後 2 ○
看護情報学 ２　後 1 ○
保健医療福祉行政論Ⅰ ２　後 2 ○

看護倫理Ⅱ ３　後 1 ○
　看護師資格のみ
取得学生は必修

看護学序論 １　前 1 ○
看護対人援助論 １　前 1 ○
老年看護学概論 １　後 1 ○
看護コミュニケーション論 ２　前 1 ○
地域・在宅看護論 ２　前 2 ○
成人看護学概論 ２　前 2 ○
小児看護学概論 ２　前 1 ○
小児発達看護論 ２　前 1 ○
母性看護学概論 ２　前 1 ○
精神看護学概論 ２　前 1 ○
国際文化看護論 ２　後 1 ○
看護展開論Ⅰ １　後 1 ○
クオリティマネジメントⅠ １　後 1 ○
看護展開論Ⅱ ２　前 1 ○
フィジカルアセスメントⅠ ２　前 1 ○
老年臨床看護論Ⅰ ２　前 2 ○
災害看護論 ２　前 1 ○
フィジカルアセスメントⅡ ２　後 1 ○
地域・家族ケア論 ２　後 1 ○
成人慢性期看護論 ２　後 2 ○
小児臨床看護論Ⅰ ２　後 1 ○
母性臨床看護論Ⅰ ２　後 1 ○
精神臨床看護論Ⅰ ２　後 2 ○
在宅ケア論Ⅰ ３　前 1 ○
成人急性期看護論 ３　前 2 ○
老年臨床看護論Ⅱ ３　前 1 ○
小児臨床看護論Ⅱ ３　前 1 ○
母性臨床看護論Ⅱ ３　前 2 ○
精神臨床看護論Ⅱ ３　前 1 ○
エンドオブライフケア論 ３　後 1 ○
在宅ケア論Ⅱ ４　前 1 ○
看護援助技術論Ⅰ １　後 2 ○
基礎看護学実習Ⅰ １　後 1 ○
看護援助技術論Ⅱ ２　前 1 ○
基礎看護学実習Ⅱ ２　前 2 ○
地域・在宅看護実習 ３後･４前 2 ○
成人看護学実習 ３後･４前 3 ○
老年看護学実習 ３後･４前 3 ○
小児看護学実習 ３後･４前 3 ○
母性看護学実習 ３後･４前 3 ○
精神看護学実習 ３後･４前 3 ○
看護学総合実習　 ４　前 3 ○

GPA

専門科目
授　業　科　目　の　名　称 開講年次

単位数※
備　　　考

「

生
き
る

」
を
支
え
る
た
め
の
知
識
に
関
す
る
科

目

必修　13単位

必修　25単位

専
門
科
目

必修　26単位

「

生
き
る

」
を
支
え
る

看
護
実
践
に
関
す
る
科
目

「

生
き
る

」
人
を
支
え
る
方
法
に
関
す
る
科
目

「

生
き
る

」
人
と
し
て
の

対
象
理
解
に
関
す
る
科
目

　「生きる」を支え
るための知識に関
する科目、「生き
る」を支える学問と
しての看護の探
究・発展に関する
科目から４単位以
上。ただし、４単位
までは保健学科
目又は助産学科
目の修得単位を
もって充てることが
できる。

必修 選択 自由
看護教育論 １　前 1 ○
いわて地域ヘルスケア探究Ⅰ １　後 1 ○ 必修　９単位
いわて地域ヘルスケア探究Ⅱ ２　後 1 ○ 選択
看護管理論 ３　前 1 ○
看護研究入門 ３　後 1 ○
卒業研究 ４通年 4 ○
学校保健看護論 ２　後 1 ○
学校看護学 ３　前 2 ○
学校健康相談活動 ３　前 1 ○
国際文化看護論演習 ３通年 1 ○
クオリティマネジメントⅡ ４　前 1 ○
看護キャリア論 ４　前 1 ○
精神リハビリテーション論 ４　後 1 ○
看護情報管理論 ４　後 1 ○

看護技術統合演習 ４　後 1 ○
　看護師資格のみ
取得学生は必修

保健医療福祉行政論Ⅱ ３　前 2 ○
保健統計学 ３　前 1 ○
公衆衛生看護活動論Ⅰ ３　前 2 ○
学校保健・産業保健論 ３　後 2 ○
疫学 ３　後 2 ○
公衆衛生看護活動論Ⅱ ３　後 2 ○
公衆衛生看護活動論Ⅲ ４　前 2 ○
公衆衛生看護活動論Ⅳ ４前・４後 2 ○
公衆衛生看護学実習 ４前・４後 3 ○
地域母子保健論Ⅰ ３　前 1 ○
助産学概論Ⅰ ３　後 1 ○
助産診断技術学Ⅰ ３　後 1 ○
助産学概論Ⅱ ４　前 1 ○
地域母子保健論Ⅱ ４　前 1 ○
助産診断技術学Ⅱ ４　前 2 ○
助産診断技術学Ⅲ ４　前 2 ○
助産診断技術学Ⅳ ４　前 1 ○
助産診断技術学Ⅴ ４　前 2 ○
助産学実習Ⅰ ４　前 2 ○
助産診断技術学Ⅵ ４　後 2 ○
助産管理学 ４　後 2 ○
助産学実習Ⅱ ４　後 9 ○
食品栄養学 １　前 1 ○
教育原理 １　後 2 ○
発達と学習 １　後 2 ○
道徳教育論 ２　前 1 ○
生徒指導論 ２　前 2 ○
特別支援教育論 ２　後 1 ○
教育課程論 ２　後 2 ○
進路指導論 ２　後 1 ○
学校保健看護論 ２　後 1 ○
教育行政学 ２　後 2 ○
教育相談論 ２　後 1 ○
日本国憲法 ２　後 2 ○
特別活動・総合的な学習の時間の指導法 ３　前 1 ○
教育の方法と情報通信技術の活用 ３　前 2 ○
教職概論 ３　前 2 ○
学校看護学 ３　前 2 ○
学校健康相談活動 ３　前 1 ○
保健科教育法Ⅰ ３　通年 2 ○
保健科教育法Ⅱ ４　前 2 ○
教育実習Ⅰ ４　前 1 ○
教育実習Ⅱ ４　前 2 ○
教職実践演習 ４　後 2 ○
教職実践演習（養護教諭） ４　後 2 ○
事前事後指導 ４　通年 1 ○
養護実習 ４　後 4 ○

※必修・選択・自由の別は卒業要件としての区分であり、資格取得のための区分とは異なるものであること。

専
門
科
目

保
健
学
科
目

　保健師国家試験
受験資格取得希望
者のみ履修する。

助
産
学
科
目

　助産師国家試験
受験資格取得希望
者のみ履修する。

教
職
科
目

高等学校教諭一
種免許状（保健）及
び養護教諭一種免
許状取得希望者の
み履修する。

詳 細 は 69 、 70
ページを参照のこ
と。

GPA 備　　　考

　「生きる」を支える
ための知識に関す
る科目、「生きる」を
支える学問としての
看護の探究・発展
に関する科目から４
単位以上。ただし、
４単位までは保健
学科目又は助産学
科目の修得単位を
もって充てることが
できる。

「

生
き
る

」
を
支
え
る
学
問
と
し
て
の

看
護
の
探
究
・
発
展
に
関
す
る
科
目

専
門
科
目

授　業　科　目　の　名　称 開講年次
単位数※
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Ⅱ　授業科目

必修 選択 自由
形態機能学Ⅰ １　前 2 ○ 　
生化学 １　前 1 ○ 必修　21単位
統計学の基礎 １　前 2 ○ 選択
感染免疫学 １　前 1 ○
形態機能学Ⅱ １　後 1 ○
栄養代謝学 １　後 1 ○
病因病態学 １　後 1 ○
感染看護学 １　後 1 ○
健康と環境 １　後 1 ○
看護倫理Ⅰ １　後 1 ○
薬理代謝学 ２　前 1 ○
臨床病態治療学Ⅰ ２　前 1 ○
公衆衛生学 ２　前 2 ○
臨床病態治療学Ⅱ ２　後 2 ○
看護情報学 ２　後 1 ○
保健医療福祉行政論Ⅰ ２　後 2 ○

看護倫理Ⅱ ３　後 1 ○
　看護師資格のみ
取得学生は必修

看護学序論 １　前 1 ○
看護対人援助論 １　前 1 ○
老年看護学概論 １　後 1 ○
看護コミュニケーション論 ２　前 1 ○
地域・在宅看護論 ２　前 2 ○
成人看護学概論 ２　前 2 ○
小児看護学概論 ２　前 1 ○
小児発達看護論 ２　前 1 ○
母性看護学概論 ２　前 1 ○
精神看護学概論 ２　前 1 ○
国際文化看護論 ２　後 1 ○
看護展開論Ⅰ １　後 1 ○
クオリティマネジメントⅠ １　後 1 ○
看護展開論Ⅱ ２　前 1 ○
フィジカルアセスメントⅠ ２　前 1 ○
老年臨床看護論Ⅰ ２　前 2 ○
災害看護論 ２　前 1 ○
フィジカルアセスメントⅡ ２　後 1 ○
地域・家族ケア論 ２　後 1 ○
成人慢性期看護論 ２　後 2 ○
小児臨床看護論Ⅰ ２　後 1 ○
母性臨床看護論Ⅰ ２　後 1 ○
精神臨床看護論Ⅰ ２　後 2 ○
在宅ケア論Ⅰ ３　前 1 ○
成人急性期看護論 ３　前 2 ○
老年臨床看護論Ⅱ ３　前 1 ○
小児臨床看護論Ⅱ ３　前 1 ○
母性臨床看護論Ⅱ ３　前 2 ○
精神臨床看護論Ⅱ ３　前 1 ○
エンドオブライフケア論 ３　後 1 ○
在宅ケア論Ⅱ ４　前 1 ○
看護援助技術論Ⅰ １　後 2 ○
基礎看護学実習Ⅰ １　後 1 ○
看護援助技術論Ⅱ ２　前 1 ○
基礎看護学実習Ⅱ ２　前 2 ○
地域・在宅看護実習 ３後･４前 2 ○
成人看護学実習 ３後･４前 3 ○
老年看護学実習 ３後･４前 3 ○
小児看護学実習 ３後･４前 3 ○
母性看護学実習 ３後･４前 3 ○
精神看護学実習 ３後･４前 3 ○
看護学総合実習　 ４　前 3 ○

GPA

専門科目
授　業　科　目　の　名　称 開講年次

単位数※
備　　　考

「

生
き
る

」
を
支
え
る
た
め
の
知
識
に
関
す
る
科

目

必修　13単位

必修　25単位

専
門
科
目

必修　26単位

「

生
き
る

」
を
支
え
る

看
護
実
践
に
関
す
る
科
目

「

生
き
る

」
人
を
支
え
る
方
法
に
関
す
る
科
目

「

生
き
る

」
人
と
し
て
の

対
象
理
解
に
関
す
る
科
目

　「生きる」を支え
るための知識に関
する科目、「生き
る」を支える学問と
しての看護の探
究・発展に関する
科目から４単位以
上。ただし、４単位
までは保健学科
目又は助産学科
目の修得単位を
もって充てることが
できる。

必修 選択 自由
看護教育論 １　前 1 ○
いわて地域ヘルスケア探究Ⅰ １　後 1 ○ 必修　９単位
いわて地域ヘルスケア探究Ⅱ ２　後 1 ○ 選択
看護管理論 ３　前 1 ○
看護研究入門 ３　後 1 ○
卒業研究 ４通年 4 ○
学校保健看護論 ２　後 1 ○
学校看護学 ３　前 2 ○
学校健康相談活動 ３　前 1 ○
国際文化看護論演習 ３通年 1 ○
クオリティマネジメントⅡ ４　前 1 ○
看護キャリア論 ４　前 1 ○
精神リハビリテーション論 ４　後 1 ○
看護情報管理論 ４　後 1 ○

看護技術統合演習 ４　後 1 ○
　看護師資格のみ
取得学生は必修

保健医療福祉行政論Ⅱ ３　前 2 ○
保健統計学 ３　前 1 ○
公衆衛生看護活動論Ⅰ ３　前 2 ○
学校保健・産業保健論 ３　後 2 ○
疫学 ３　後 2 ○
公衆衛生看護活動論Ⅱ ３　後 2 ○
公衆衛生看護活動論Ⅲ ４　前 2 ○
公衆衛生看護活動論Ⅳ ４前・４後 2 ○
公衆衛生看護学実習 ４前・４後 3 ○
地域母子保健論Ⅰ ３　前 1 ○
助産学概論Ⅰ ３　後 1 ○
助産診断技術学Ⅰ ３　後 1 ○
助産学概論Ⅱ ４　前 1 ○
地域母子保健論Ⅱ ４　前 1 ○
助産診断技術学Ⅱ ４　前 2 ○
助産診断技術学Ⅲ ４　前 2 ○
助産診断技術学Ⅳ ４　前 1 ○
助産診断技術学Ⅴ ４　前 2 ○
助産学実習Ⅰ ４　前 2 ○
助産診断技術学Ⅵ ４　後 2 ○
助産管理学 ４　後 2 ○
助産学実習Ⅱ ４　後 9 ○
食品栄養学 １　前 1 ○
教育原理 １　後 2 ○
発達と学習 １　後 2 ○
道徳教育論 ２　前 1 ○
生徒指導論 ２　前 2 ○
特別支援教育論 ２　後 1 ○
教育課程論 ２　後 2 ○
進路指導論 ２　後 1 ○
学校保健看護論 ２　後 1 ○
教育行政学 ２　後 2 ○
教育相談論 ２　後 1 ○
日本国憲法 ２　後 2 ○
特別活動・総合的な学習の時間の指導法 ３　前 1 ○
教育の方法と情報通信技術の活用 ３　前 2 ○
教職概論 ３　前 2 ○
学校看護学 ３　前 2 ○
学校健康相談活動 ３　前 1 ○
保健科教育法Ⅰ ３　通年 2 ○
保健科教育法Ⅱ ４　前 2 ○
教育実習Ⅰ ４　前 1 ○
教育実習Ⅱ ４　前 2 ○
教職実践演習 ４　後 2 ○
教職実践演習（養護教諭） ４　後 2 ○
事前事後指導 ４　通年 1 ○
養護実習 ４　後 4 ○

※必修・選択・自由の別は卒業要件としての区分であり、資格取得のための区分とは異なるものであること。

専
門
科
目

保
健
学
科
目

　保健師国家試験
受験資格取得希望
者のみ履修する。

助
産
学
科
目

　助産師国家試験
受験資格取得希望
者のみ履修する。

教
職
科
目

高等学校教諭一
種免許状（保健）及
び養護教諭一種免
許状取得希望者の
み履修する。

詳 細 は 69 、 70
ページを参照のこ
と。

GPA 備　　　考

　「生きる」を支える
ための知識に関す
る科目、「生きる」を
支える学問としての
看護の探究・発展
に関する科目から４
単位以上。ただし、
４単位までは保健
学科目又は助産学
科目の修得単位を
もって充てることが
できる。

「

生
き
る

」
を
支
え
る
学
問
と
し
て
の

看
護
の
探
究
・
発
展
に
関
す
る
科
目

専
門
科
目

授　業　科　目　の　名　称 開講年次
単位数※
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看護学部
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Ⅲ　教育職員養成課程
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看護学部

教育職員養成課程 

 

 １．教職教育センター 

 

 教職教育センターの概要 
岩手県立大学における教員養成は、建学の理念である「｢自然｣、｢科学｣、｢人間｣が調和した新たな時代を創

造することを願い、人間性豊かな社会の形成に寄与する、深い知性と豊かな感性を備え、高度な専門性を身

につけた自律的な人間を育成する」ことを前提として行われています。この理念の下で、多角的な視点で教育

現実を考察する教育的思考を持ち、実践性の基礎となる教育の技術を備えた教員の養成を行うことを目的とし

ています。 

 これを実現するために、全学の教育職員養成課程（以下、教職課程）に関する企画、実施、評価及び改善等

の全学的なマネジメントを行うための組織として教職教育センターを令和３年４月に設置しました。このセンタ

ーは、教職課程を有する学部・研究科の教職担当教員らから構成され、教育実習、介護等体験、学校参観、研

修等の企画、運営、自己点検・評価、改善等の他、教職課程履修者の指導、就職支援、教職課程及び教員養

成政策の動向等に係る調査研究に取り組みます。 

 

 取得できる免許の種類 
本学で取得することができる教育職員免許状（以下、教員免許）の種類は次表のとおりです。 

 

看護学部 
・養護教諭一種免許状 

・高等学校教諭一種免許状（保健） 

ソフトウェア情報学部 
・中学校教諭一種免許状（数学） 

・高等学校教諭一種免許状（数学） 

・高等学校教諭一種免許状（情報） 

 

いずれの学部においても、計画的に必要な科目の履修・単位取得をすることで、複数種類の免許状を取

得することができます。教育職員免許状は、大学が岩手県教育委員会に一括申請を行い、学位記授与式当

日に授与される見込みとなっています。 

さらに、本学大学院に進学し博士前期課程を修了すれば、看護学研究科の場合は「養護教諭専修免許

状」を、ソフトウェア情報学研究科の場合は「高等学校教諭専修免許状（情報）」をそれぞれ取得できます。 
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Ⅲ　教育職員養成課程

教育職員養成課程 

 

 １．教職教育センター 

 

 教職教育センターの概要 
岩手県立大学における教員養成は、建学の理念である「｢自然｣、｢科学｣、｢人間｣が調和した新たな時代を創

造することを願い、人間性豊かな社会の形成に寄与する、深い知性と豊かな感性を備え、高度な専門性を身

につけた自律的な人間を育成する」ことを前提として行われています。この理念の下で、多角的な視点で教育

現実を考察する教育的思考を持ち、実践性の基礎となる教育の技術を備えた教員の養成を行うことを目的とし

ています。 

 これを実現するために、全学の教育職員養成課程（以下、教職課程）に関する企画、実施、評価及び改善等

の全学的なマネジメントを行うための組織として教職教育センターを令和３年４月に設置しました。このセンタ

ーは、教職課程を有する学部・研究科の教職担当教員らから構成され、教育実習、介護等体験、学校参観、研

修等の企画、運営、自己点検・評価、改善等の他、教職課程履修者の指導、就職支援、教職課程及び教員養

成政策の動向等に係る調査研究に取り組みます。 

 

 取得できる免許の種類 
本学で取得することができる教育職員免許状（以下、教員免許）の種類は次表のとおりです。 

 

看護学部 
・養護教諭一種免許状 

・高等学校教諭一種免許状（保健） 

ソフトウェア情報学部 
・中学校教諭一種免許状（数学） 

・高等学校教諭一種免許状（数学） 

・高等学校教諭一種免許状（情報） 

 

いずれの学部においても、計画的に必要な科目の履修・単位取得をすることで、複数種類の免許状を取

得することができます。教育職員免許状は、大学が岩手県教育委員会に一括申請を行い、学位記授与式当

日に授与される見込みとなっています。 

さらに、本学大学院に進学し博士前期課程を修了すれば、看護学研究科の場合は「養護教諭専修免許

状」を、ソフトウェア情報学研究科の場合は「高等学校教諭専修免許状（情報）」をそれぞれ取得できます。 
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看護学部

 教職課程の科目区分 
教員免許状を取得するために履修すべき科目は次表のように大きく３つに区分されています。表中の科

目は標準的に履修すべき年次に記載しています。教科（保健や数学など､免許状の教科）によって､開講時

期や履修すべき科目が異なります。教科によって修得すべき科目や免許取得に必要な単位数については､

２．以降の各学部の教職課程のページを参照してください。 

 

 教育の基礎的理解に

関する科目等 

教科及び教科の指

導法に関する科目 

免許法施行規則第 66条の 6

の科目 

 

１年次 
教育原理､発達と学習 各学部専門科目､ 

保健科教育法Ⅰ・Ⅱ､ 

数学科教育法Ⅰ・Ⅱ､ 

情報科教育法Ⅰ・Ⅱ な

ど 

体育実技、健康科学､ 

情報リテラシー､日本国憲法､

英語実践演習Ⅰ〜Ⅳ ２年次 教職概論､教育課程論､ 

教育行政学､教育相談論､ 

生徒指導論 など 
３年次 

 

４年次 
教育実習Ⅰ・Ⅱ､ 

教育実践演習 など 

 

 

 「教科及び教科の指導法に関する科目」には学部の卒業要件に含まれている専門科目と､卒業要件に

は含まれない教職課程限定の科目がありますので充分に注意した上で履修計画を立ててください。 

 

 教職課程の新入生ガイダンス 
新入生の教職課程履修希望者に向けた「教職入門ガイダンス（全学）」を４月から行います。教職課程の

仕組み､教職の仕事場である「学校」､教員免許状の役割と法的なルール､教職課程を履修するための手続

きなどについて､全３回にわたり説明します。開催日時については掲示等により連絡しますので、履修希望

者は必ず出席してください。 

 

 教職課程の履修手続き 
  教員免許を取得するためには､教職課程に履修登録する必要があります。これにより､教育実習など

教職科目を履修・取得することができます。さらに､教員採用試験対策のための論作文特訓講座や公開

模試等を受けることができるようになります。教職課程に履修登録する時期は例年７月です。そのた

めの手続きについては､「教職入門ガイダンス」の中で詳しく説明します。 

 なお､看護学部では､教職課程履修継続資格を選考基準によって決定します。詳細は、各年次の新学

期ガイダンスで説明します。 

 

【選考前要件】 

選考前までに以下の要件を満たすことを求めます。 

①３年次前期までの卒業要件科目（必修・選択）の単位を全て修得していること。 

②３年次前期までの１年次から配置されている教職科目の単位を全て修得していること。 

③「学校保健看護論」の成績が『良』以上であること。 

 

 

 ２．看護学部の教職課程 

 教員養成の理念 
免許状の種類：養護教諭一種免許状、高等学校教諭一種免許状（保健） 

 

 (1)  教員養成の理念  

  看護学部においては、看護の実践を基本とした高度の専門的知識・技術、幅広い教養とともに、看護

の援助を必要としている人びとの立場に立ち、科学的に判断し、主体的な看護を展開する能力を養うこ

とを重視した教育を行っています。養護教諭一種免許状については、看護学部の教育理念に基づいて、

学校健康教育を通じて子どもたちの人格形成に寄与できる専門的素養と基礎能力を備えた養護教諭を養

成します。 高等学校教諭一種免許状（保健）については、看護学部における「基盤教育科目」「専門科

目」と、教育職員養成課程における学びを統合して、高等学校における『保健』を担当できる教員の養

成を目指しています。 

 

(2)  養成したい人間像  

  前述の理念を礎として、次のような教員を養成します。  

ア  豊かな感性、深い人間理解や倫理観をもつ教員  

イ  看護学の理論を基にした教育・援助ができる教員  

ウ  社会の変化に対応できる能力を持ち、積極的に教育活動に貢献ができる教員  

 

(3)  理念を実現するための教員養成の構想  

看護学の素養の上に、基礎教育科目、養護教諭に必要とされる専門科目、教職に関する科目を４年間

で学習します。教職科目では、「養護実習」「教育実習I・II」（４年次）があり、それぞれの専門領

域における実践能力の向上をめざします。  

「養護実習」及び「教育実習I・II」は、看護臨地実習（１・２年次に基礎看護学実習、３・４年次６

領域の看護学実習及び看護学総合実習）を経て、臨地実習と事前事後指導を４年次に行います。養護教

諭一種免許取得には 「養護実習」が、高一種免（保健）取得には「教育実習I・II」が必修となります。

「養護実習」及び「教育実習I・II」においては、大学での学びと臨地実践の往還を通して、総合的な

実践的指導力をもつ教諭養成を目指します。 
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Ⅲ　教育職員養成課程

 教職課程の科目区分 
教員免許状を取得するために履修すべき科目は次表のように大きく３つに区分されています。表中の科

目は標準的に履修すべき年次に記載しています。教科（保健や数学など､免許状の教科）によって､開講時

期や履修すべき科目が異なります。教科によって修得すべき科目や免許取得に必要な単位数については､

２．以降の各学部の教職課程のページを参照してください。 

 

 教育の基礎的理解に

関する科目等 

教科及び教科の指

導法に関する科目 

免許法施行規則第 66条の 6

の科目 

 

１年次 
教育原理､発達と学習 各学部専門科目､ 

保健科教育法Ⅰ・Ⅱ､ 

数学科教育法Ⅰ・Ⅱ､ 

情報科教育法Ⅰ・Ⅱ な

ど 

体育実技、健康科学､ 

情報リテラシー､日本国憲法､

英語実践演習Ⅰ〜Ⅳ ２年次 教職概論､教育課程論､ 

教育行政学､教育相談論､ 

生徒指導論 など 
３年次 

 

４年次 
教育実習Ⅰ・Ⅱ､ 

教育実践演習 など 

 

 

 「教科及び教科の指導法に関する科目」には学部の卒業要件に含まれている専門科目と､卒業要件に

は含まれない教職課程限定の科目がありますので充分に注意した上で履修計画を立ててください。 

 

 教職課程の新入生ガイダンス 
新入生の教職課程履修希望者に向けた「教職入門ガイダンス（全学）」を４月から行います。教職課程の

仕組み､教職の仕事場である「学校」､教員免許状の役割と法的なルール､教職課程を履修するための手続

きなどについて､全３回にわたり説明します。開催日時については掲示等により連絡しますので、履修希望

者は必ず出席してください。 

 

 教職課程の履修手続き 
  教員免許を取得するためには､教職課程に履修登録する必要があります。これにより､教育実習など

教職科目を履修・取得することができます。さらに､教員採用試験対策のための論作文特訓講座や公開

模試等を受けることができるようになります。教職課程に履修登録する時期は例年７月です。そのた

めの手続きについては､「教職入門ガイダンス」の中で詳しく説明します。 

 なお､看護学部では､教職課程履修継続資格を選考基準によって決定します。詳細は、各年次の新学

期ガイダンスで説明します。 

 

【選考前要件】 

選考前までに以下の要件を満たすことを求めます。 

①３年次前期までの卒業要件科目（必修・選択）の単位を全て修得していること。 

②３年次前期までの１年次から配置されている教職科目の単位を全て修得していること。 

③「学校保健看護論」の成績が『良』以上であること。 

 

 

 ２．看護学部の教職課程 

 教員養成の理念 
免許状の種類：養護教諭一種免許状、高等学校教諭一種免許状（保健） 

 

 (1)  教員養成の理念  

  看護学部においては、看護の実践を基本とした高度の専門的知識・技術、幅広い教養とともに、看護

の援助を必要としている人びとの立場に立ち、科学的に判断し、主体的な看護を展開する能力を養うこ

とを重視した教育を行っています。養護教諭一種免許状については、看護学部の教育理念に基づいて、

学校健康教育を通じて子どもたちの人格形成に寄与できる専門的素養と基礎能力を備えた養護教諭を養

成します。 高等学校教諭一種免許状（保健）については、看護学部における「基盤教育科目」「専門科

目」と、教育職員養成課程における学びを統合して、高等学校における『保健』を担当できる教員の養

成を目指しています。 

 

(2)  養成したい人間像  

  前述の理念を礎として、次のような教員を養成します。  

ア  豊かな感性、深い人間理解や倫理観をもつ教員  

イ  看護学の理論を基にした教育・援助ができる教員  

ウ  社会の変化に対応できる能力を持ち、積極的に教育活動に貢献ができる教員  

 

(3)  理念を実現するための教員養成の構想  

看護学の素養の上に、基礎教育科目、養護教諭に必要とされる専門科目、教職に関する科目を４年間

で学習します。教職科目では、「養護実習」「教育実習I・II」（４年次）があり、それぞれの専門領

域における実践能力の向上をめざします。  

「養護実習」及び「教育実習I・II」は、看護臨地実習（１・２年次に基礎看護学実習、３・４年次６

領域の看護学実習及び看護学総合実習）を経て、臨地実習と事前事後指導を４年次に行います。養護教

諭一種免許取得には 「養護実習」が、高一種免（保健）取得には「教育実習I・II」が必修となります。

「養護実習」及び「教育実習I・II」においては、大学での学びと臨地実践の往還を通して、総合的な

実践的指導力をもつ教諭養成を目指します。 



― 64 ―

看護学部

 免許状取得に必要な単位数 
本学部で教員免許状を取得するための、教職課程についての最低修得単位数は次のとおりです。なお、

これらに加えて学部を卒業するために必要な単位数も同時に修得する必要があります。 

区分 

 

 

免許状 

養護に関

する科目 

教育の

基礎的理

解に関す

る科目等 

道徳、総合

的な学習の時

間等の指導法

及び生徒指

導、教育相談

等に関する科

目 

教育実

践に関す

る科目 

免許法

施行規則

第 66条の

6 の科目 

養護教諭一種免 

許状 
49 11   ８ ５ 11 

 

区分 

 

 

免許状 

教科及び

教科の指導

法に関する

科目 

教育の

基礎的理

解に関す

る科目等 

道徳、総合

的な学習の時

間等の指導法

及び生徒指

導、教育相談

等に関する科

目 

教育実

践に関す

る科目 

免許法

施行規則

第66条の

6 の科目 

高等学校教諭一 

種免許状（保健） 
37 11   ８ ５ 11 

 

  教職課程担当教員 
教職課程を履修するにあたって相談担当者は本学部の場合､次の教職教育センター所属教員です。 

大久保 牧子 

 教職課程の履修上の注意 
基盤教育科目履修登録時の注意事項 

体育については、体育実技と健康科学の両方が必修となります。これらの科目は、履修制限科目で

す。体育実技については、１年前期から履修を希望し、履修登録を試みてください。後期になって、

初めて履修登録を試みることのないようにしてください。 

  

専門科目履修登録時の注意事項 

選択の専門科目の「学校保健看護論」と「学校看護学」「学校健康相談活動」は、養護教諭一種免

許状と高等学校教諭一種免許状（保健）の取得のために必要な科目です。必ず、指定された開講年次

で履修してください。 

また、教職科目は、開講年次のみの履修となります。養護教諭一種免許状や高等学校教諭一種免許

状（保健）の取得を目指す可能性が少しでもある場合には、１年次から教職科目を履修するようにし

てください。 

 

 

 ３．教育実習  

 

教育実習は、教職科目の中で学んだ学習の成果を、教育現場で生かしながら体験的に学ぶ重要な意味

を持つ科目です。 

履修時期は４年次となっています。 

 教育実習の期間 
   高等学校教諭一種免許状（保健）   ２週間 

 教育実習校 
   教育実習は原則として、出身校に依頼します。ただし、出身校の廃校など、特別な事情により出身

校での実習が困難と認められる場合に限り、大学が指定する協力校で実習を行います。 

 

 教育実習先修条件 
   教育実習を履修するためには、それまでに単位を修得しておかなければならない科目があります。

詳しくは、教職課程科目一覧で確認してください。 

  各自が、履修計画を立てて、確実に単位を取得するよう努力してください。 

 ガイダンス 
   教育実習をはじめとする教職課程履修関係については、必要な時にガイダンスを行います。掲示に

より連絡しますので、必ず出席してください。 
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Ⅲ　教育職員養成課程

 免許状取得に必要な単位数 
本学部で教員免許状を取得するための、教職課程についての最低修得単位数は次のとおりです。なお、

これらに加えて学部を卒業するために必要な単位数も同時に修得する必要があります。 

区分 

 

 

免許状 

養護に関

する科目 

教育の

基礎的理

解に関す

る科目等 

道徳、総合

的な学習の時

間等の指導法

及び生徒指

導、教育相談

等に関する科

目 

教育実

践に関す

る科目 

免許法

施行規則

第 66条の

6 の科目 

養護教諭一種免 

許状 
49 11   ８ ５ 11 

 

区分 

 

 

免許状 

教科及び

教科の指導

法に関する

科目 

教育の

基礎的理

解に関す

る科目等 

道徳、総合

的な学習の時

間等の指導法

及び生徒指

導、教育相談

等に関する科

目 

教育実

践に関す

る科目 

免許法

施行規則

第66条の

6 の科目 

高等学校教諭一 

種免許状（保健） 
37 11   ８ ５ 11 

 

  教職課程担当教員 
教職課程を履修するにあたって相談担当者は本学部の場合､次の教職教育センター所属教員です。 

大久保 牧子 

 教職課程の履修上の注意 
基盤教育科目履修登録時の注意事項 

体育については、体育実技と健康科学の両方が必修となります。これらの科目は、履修制限科目で

す。体育実技については、１年前期から履修を希望し、履修登録を試みてください。後期になって、

初めて履修登録を試みることのないようにしてください。 

  

専門科目履修登録時の注意事項 

選択の専門科目の「学校保健看護論」と「学校看護学」「学校健康相談活動」は、養護教諭一種免

許状と高等学校教諭一種免許状（保健）の取得のために必要な科目です。必ず、指定された開講年次

で履修してください。 

また、教職科目は、開講年次のみの履修となります。養護教諭一種免許状や高等学校教諭一種免許

状（保健）の取得を目指す可能性が少しでもある場合には、１年次から教職科目を履修するようにし

てください。 

 

 

 ３．教育実習  

 

教育実習は、教職科目の中で学んだ学習の成果を、教育現場で生かしながら体験的に学ぶ重要な意味

を持つ科目です。 

履修時期は４年次となっています。 

 教育実習の期間 
   高等学校教諭一種免許状（保健）   ２週間 

 教育実習校 
   教育実習は原則として、出身校に依頼します。ただし、出身校の廃校など、特別な事情により出身

校での実習が困難と認められる場合に限り、大学が指定する協力校で実習を行います。 

 

 教育実習先修条件 
   教育実習を履修するためには、それまでに単位を修得しておかなければならない科目があります。

詳しくは、教職課程科目一覧で確認してください。 

  各自が、履修計画を立てて、確実に単位を取得するよう努力してください。 

 ガイダンス 
   教育実習をはじめとする教職課程履修関係については、必要な時にガイダンスを行います。掲示に

より連絡しますので、必ず出席してください。 
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 ４．養護実習 

 養護実習の目的 
 １）学校現場で具体的に学ぶことで実践的指導力を育成します。 

これまで、大学や他の実習で学んだことがらを、実際の教育活動場面において検証し、理解を深め

ます。また、大学に戻ってから、養護実習で体験したことがらを振り返り整理し、新たな課題によって捉

え直すという学びの往還を通して、総合的な実践的指導力を高めていきます。 

２）養護教諭の職務の実際を学ぶことで「求められる養護教諭像」について自己形成します。 

保健教育及び保健管理における児童生徒の心身の健康上の問題及び健康保持への指導・援助の

実際の学びを通して、養護教諭に求められている役割と専門性について考察します。 

 養護実習の概要 
   「養護実習」は、「臨地実習」と「事前・事後指導」を含みます。 

１）事前指導 ： ４月、７月、８月、９月 

（１）養護実習の目的と目標、方法、内容 

（２）学校教育の概要 

（３）学校保健の動向と養護教諭に期待されること 

（４）観察・参観実習 

①定期健康診断 

②生活指導 

（５）養護実習にあたって必要な技術 

①救急処置の実際（心肺蘇生法、保健室での救急処置） 

②保健管理の実際（計測・検査の技術、環境測定） 

③保健指導資料の作成 

④保健だよりの作成 

⑤保健記録について 

（６）養護実習にあたっての心得、実習期間等の確認と諸連絡、事前調査 

２）特別支援学校見学実習 ： １１月 

（１）岩手県立盛岡みたけ支援学校（１日間） 

（２）岩手県立花巻清風支援学校（１日間） 

３）養護実習 ： １０月 

（１）小学校または中学校（15 日間） 

（２）小中学校交換実習（２日間）  

４）事後指導 ： １１月 

（１）実習を振り返って 

（２）実習報告会 

（３）実習についての自己評価 

（４）自己課題の検証 

（５）事後調査 

 養護実習校 
盛岡市立仁王小学校 

盛岡市立城南小学校 

盛岡市立桜城小学校 

岩手大学教育学部附属小学校 

盛岡市立下橋中学校 

盛岡市立上田中学校 

岩手大学教育学部附属中学校 

 養護実習先修条件 
養護実習を履修するためには、看護臨地実習（１・２年次に基礎看護学実習、３・４年次に６領域看護学実

習及び看護学総合実習）の単位を全て修得していることが先修条件となります。 
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Ⅲ　教育職員養成課程

 

 ４．養護実習 

 養護実習の目的 
 １）学校現場で具体的に学ぶことで実践的指導力を育成します。 

これまで、大学や他の実習で学んだことがらを、実際の教育活動場面において検証し、理解を深め

ます。また、大学に戻ってから、養護実習で体験したことがらを振り返り整理し、新たな課題によって捉

え直すという学びの往還を通して、総合的な実践的指導力を高めていきます。 

２）養護教諭の職務の実際を学ぶことで「求められる養護教諭像」について自己形成します。 

保健教育及び保健管理における児童生徒の心身の健康上の問題及び健康保持への指導・援助の

実際の学びを通して、養護教諭に求められている役割と専門性について考察します。 

 養護実習の概要 
   「養護実習」は、「臨地実習」と「事前・事後指導」を含みます。 

１）事前指導 ： ４月、７月、８月、９月 

（１）養護実習の目的と目標、方法、内容 

（２）学校教育の概要 

（３）学校保健の動向と養護教諭に期待されること 

（４）観察・参観実習 

①定期健康診断 

②生活指導 

（５）養護実習にあたって必要な技術 

①救急処置の実際（心肺蘇生法、保健室での救急処置） 

②保健管理の実際（計測・検査の技術、環境測定） 

③保健指導資料の作成 

④保健だよりの作成 

⑤保健記録について 

（６）養護実習にあたっての心得、実習期間等の確認と諸連絡、事前調査 

２）特別支援学校見学実習 ： １１月 

（１）岩手県立盛岡みたけ支援学校（１日間） 

（２）岩手県立花巻清風支援学校（１日間） 

３）養護実習 ： １０月 

（１）小学校または中学校（15 日間） 

（２）小中学校交換実習（２日間）  

４）事後指導 ： １１月 

（１）実習を振り返って 

（２）実習報告会 

（３）実習についての自己評価 

（４）自己課題の検証 

（５）事後調査 

 養護実習校 
盛岡市立仁王小学校 

盛岡市立城南小学校 

盛岡市立桜城小学校 

岩手大学教育学部附属小学校 

盛岡市立下橋中学校 

盛岡市立上田中学校 

岩手大学教育学部附属中学校 

 養護実習先修条件 
養護実習を履修するためには、看護臨地実習（１・２年次に基礎看護学実習、３・４年次に６領域看護学実

習及び看護学総合実習）の単位を全て修得していることが先修条件となります。 
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看護学部

 

５．免許取得までの実習等のスケジュール 

 

教職課程に履修登録したのち、免許状取得までの教育実習や養護実習等に関するスケジュールは次の

とおりです。 

 

時期（予定） 教職関連事項 

１
年
次 

５月～６月 教職入門ガイダンス（全学） 

６月 教職課程履修登録 

２月～３月 
スクールボランティア 

基礎看護学実習Ⅰ 

２
年
次 

８月～９月 基礎看護学実習Ⅱ 

１月下旬 教育実習ガイダンス 

２月～３月 教育実習校受入内諾依頼（口頭） 

２月～３月 スクールボランティア 

３
年
次 

４月中旬 教育実習履修希望登録 

８月 教育実習校受入内諾依頼（内諾依頼文書持参） 

９月 教職科目選考試験 

９月～１２月 領域看護実習 

１０月中旬 教育実習校配置決定 

４
年
次 

４月上旬 

４月～９月 

定期健康診断参観実習 

「事前事後指導」（事前指導） 

４月上旬 
教育実習履修承認発表 

教育実習ガイダンス 

４月中旬 
教育実習関係書類提出 

教育実習正式依頼 

４月～５月 「教育実習Ⅰ」（事前指導） 

５月～６月 領域看護実習 

６月～７月 看護学総合実習 

７月～ 教員採用試験 

８月～９月 「教育実習Ⅱ」（高等学校での実習） 

実習終了後 「教育実習Ⅰ」（事後指導） 

１０月 養護実習・交換実習 

１１月 特別支援学校見学実習 

１１月 「事前事後指導」（事後指導） 

１１月～１２月 教職実践演習 

１月下旬 教職免許状申請ガイダンス 

２月下旬 教職免許状一括申請 

３月下旬 
教職免許状授与 

（学位記授与式当日授与の予定） 

 

 

 

 

 

 

６．教職課程科目一覧 

 高等学校教諭一種免許状（保健）        

   

単位数 必修 選択

形態機能学Ⅰ 2

形態機能学Ⅱ 1

薬理代謝学 1

栄養代謝学 1

感染免疫学 1

食品栄養学 1

公衆衛生学 2

統計学の基礎 2

健康と環境 1

学校看護学 2

小児看護学概論 1

小児発達看護論 1

小児臨床看護論Ⅰ 1

小児臨床看護論Ⅱ 1

学校健康相談活動 1

精神臨床看護論Ⅰ 2

精神臨床看護論Ⅱ 1

精神看護学概論 1

学校保健看護論 1

地域・在宅看護実習 2

感染看護学 1

地域・在宅看護論 2

看護学総合実習 3

看護情報管理論 1

看護研究入門 1

保健科教育法Ⅰ 2

保健科教育法Ⅱ 2

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 教育原理 2
教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校

への対応を含む。）
教職概論 2

教育に関する社会的、制度的又は経営的事項（学校

と地域との連携及び学校安全への対応を含む。）
教育行政学 2

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程 発達と学習 2
特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対す

る理解
特別支援教育論 1

教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マ

ネジメントを含む。）
教育課程論 2

総合的な学習の時間の指導法

特別活動の指導法

教育の方法及び技術（情報通信技術の活用を含

む。）

教育の方法と情報通信
技術の活用*

2

生徒指導の理論及び方法 生徒指導論 2

教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を

含む。）の理論及び方法
教育相談論 1

進路指導及びキャリア教育の理論及び方法 進路指導論 1

教育実習Ⅰ 1

教育実習Ⅱ 2

学校体験活動 － － －

教職実践演習 教職実践演習 2 2

日本国憲法 2 日本国憲法 2 2

健康科学 2

体育実技 1

英語実践演習Ⅰ 1

英語実践演習Ⅱ 1

英語実践演習Ⅲ 1

英語実践演習Ⅳ 1

数理・データ活用及び人工知能に関する科
目又は情報機器の操作

2 情報リテラシー 2 2

＊令和６年度に開講予定

教育実践に
関する科目

3

教育職員免
許法施行規
則第66条の
6に定める
科目

体育 2 3

外国語コミュニケーション 2 4

各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含
む。）

4

教育の基礎
的理解に関
する科目

11

道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導、教
育相談等に
関する科目

8

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

「生理学、栄養学、微生物学、解剖学」 7

教科及び教
科の指導法
に関する科

目
24単位

教育の基礎
的理解に関
する科目
10単位

教育実習

教育職員免許法施行規則に定める科目区分及び免許状取得に必要な最低単位数
授業科目の名称

単位数
本学におけ

る免許状取

得に必要な

最低単位数

備考

科目区分

必修及び選
択の別は、
教育職員免
許状を取得
する上での
必修・選択
の別であ
り、卒業要
件としての
必修・選択
の別とは異
なるもので
あること。

衛生学・公衆衛生学 5

学校保健（小児保健、精神保健、学校安全及び
救急処置を含む。）

21

特別活動・総合的な学
習の時間の指導法*

2道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導、教
育相談等に
関する科目

8単位

教育実践に
関する科目5
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Ⅲ　教育職員養成課程

 

５．免許取得までの実習等のスケジュール 

 

教職課程に履修登録したのち、免許状取得までの教育実習や養護実習等に関するスケジュールは次の

とおりです。 

 

時期（予定） 教職関連事項 

１
年
次 

５月～６月 教職入門ガイダンス（全学） 

６月 教職課程履修登録 

２月～３月 
スクールボランティア 

基礎看護学実習Ⅰ 

２
年
次 

８月～９月 基礎看護学実習Ⅱ 

１月下旬 教育実習ガイダンス 

２月～３月 教育実習校受入内諾依頼（口頭） 

２月～３月 スクールボランティア 

３
年
次 

４月中旬 教育実習履修希望登録 

８月 教育実習校受入内諾依頼（内諾依頼文書持参） 

９月 教職科目選考試験 

９月～１２月 領域看護実習 

１０月中旬 教育実習校配置決定 

４
年
次 

４月上旬 

４月～９月 

定期健康診断参観実習 

「事前事後指導」（事前指導） 

４月上旬 
教育実習履修承認発表 

教育実習ガイダンス 

４月中旬 
教育実習関係書類提出 

教育実習正式依頼 

４月～５月 「教育実習Ⅰ」（事前指導） 

５月～６月 領域看護実習 

６月～７月 看護学総合実習 

７月～ 教員採用試験 

８月～９月 「教育実習Ⅱ」（高等学校での実習） 

実習終了後 「教育実習Ⅰ」（事後指導） 

１０月 養護実習・交換実習 

１１月 特別支援学校見学実習 

１１月 「事前事後指導」（事後指導） 

１１月～１２月 教職実践演習 

１月下旬 教職免許状申請ガイダンス 

２月下旬 教職免許状一括申請 

３月下旬 
教職免許状授与 

（学位記授与式当日授与の予定） 

 

 

 

 

 

 

６．教職課程科目一覧 

 高等学校教諭一種免許状（保健）        

   

単位数 必修 選択

形態機能学Ⅰ 2

形態機能学Ⅱ 1

薬理代謝学 1

栄養代謝学 1

感染免疫学 1

食品栄養学 1

公衆衛生学 2

統計学の基礎 2

健康と環境 1

学校看護学 2

小児看護学概論 1

小児発達看護論 1

小児臨床看護論Ⅰ 1

小児臨床看護論Ⅱ 1

学校健康相談活動 1

精神臨床看護論Ⅰ 2

精神臨床看護論Ⅱ 1

精神看護学概論 1

学校保健看護論 1

地域・在宅看護実習 2

感染看護学 1

地域・在宅看護論 2

看護学総合実習 3

看護情報管理論 1

看護研究入門 1

保健科教育法Ⅰ 2

保健科教育法Ⅱ 2

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 教育原理 2
教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校

への対応を含む。）
教職概論 2

教育に関する社会的、制度的又は経営的事項（学校

と地域との連携及び学校安全への対応を含む。）
教育行政学 2

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程 発達と学習 2
特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対す

る理解
特別支援教育論 1

教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マ

ネジメントを含む。）
教育課程論 2

総合的な学習の時間の指導法

特別活動の指導法

教育の方法及び技術（情報通信技術の活用を含

む。）

教育の方法と情報通信
技術の活用*

2

生徒指導の理論及び方法 生徒指導論 2

教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を

含む。）の理論及び方法
教育相談論 1

進路指導及びキャリア教育の理論及び方法 進路指導論 1

教育実習Ⅰ 1

教育実習Ⅱ 2

学校体験活動 － － －

教職実践演習 教職実践演習 2 2

日本国憲法 2 日本国憲法 2 2

健康科学 2

体育実技 1

英語実践演習Ⅰ 1

英語実践演習Ⅱ 1

英語実践演習Ⅲ 1

英語実践演習Ⅳ 1

数理・データ活用及び人工知能に関する科
目又は情報機器の操作

2 情報リテラシー 2 2

＊令和６年度に開講予定

教育実践に
関する科目

3

教育職員免
許法施行規
則第66条の
6に定める
科目

体育 2 3

外国語コミュニケーション 2 4

各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含
む。）

4

教育の基礎
的理解に関
する科目

11

道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導、教
育相談等に
関する科目

8

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

「生理学、栄養学、微生物学、解剖学」 7

教科及び教
科の指導法
に関する科

目
24単位

教育の基礎
的理解に関
する科目
10単位

教育実習

教育職員免許法施行規則に定める科目区分及び免許状取得に必要な最低単位数
授業科目の名称

単位数
本学におけ

る免許状取

得に必要な

最低単位数

備考

科目区分

必修及び選
択の別は、
教育職員免
許状を取得
する上での
必修・選択
の別であ
り、卒業要
件としての
必修・選択
の別とは異
なるもので
あること。

衛生学・公衆衛生学 5

学校保健（小児保健、精神保健、学校安全及び
救急処置を含む。）

21

特別活動・総合的な学
習の時間の指導法*

2道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導、教
育相談等に
関する科目

8単位

教育実践に
関する科目5

単位数 必修 選択
形態機能学Ⅰ 2
形態機能学Ⅱ 1
薬理代謝学 1
栄養代謝学 1
感染免疫学 1
食品栄養学 1
公衆衛生学 2
統計学の基礎 2
健康と環境 1
学校看護学 2
小児看護学概論 1
小児発達看護論 1
小児臨床看護論Ⅰ 1
小児臨床看護論Ⅱ 1
学校健康相談活動 1
精神臨床看護論Ⅰ 2
精神臨床看護論Ⅱ 1
精神看護学概論 1
学校保健看護論 1
地域・在宅看護実習 2
感染看護学 1
地域・在宅看護論 2
看護学総合実習 3
看護情報管理論 1
看護研究入門 1
保健科教育法Ⅰ 2
保健科教育法Ⅱ 2

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 教育原理 2
教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校へ
の対応を含む。） 教職概論 2

教育に関する社会的、制度的又は経営的事項（学校と
地域との連携及び学校安全への対応を含む。） 教育行政学 2

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程 発達と学習 2
特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する
理解 特別支援教育論 1

教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネ
ジメントを含む。） 教育課程論 2

総合的な学習の時間の指導法

特別活動の指導法

教育の方法及び技術
情報通信技術を活用した教育の理論及び方法

教育の方法と情報通信
技術の活用

2

生徒指導の理論及び方法 生徒指導論 2
教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含
む。）の理論及び方法 教育相談論 1

進路指導及びキャリア教育の理論及び方法 進路指導論 1

教育実習Ⅰ 1

教育実習Ⅱ 2

学校体験活動 － － －

教職実践演習 教職実践演習 2 2

日本国憲法 2 日本国憲法 2 2

健康科学 2

体育実技 1

英語実践演習Ⅰ 1

英語実践演習Ⅱ 1

英語実践演習Ⅲ 1

英語実践演習Ⅳ 1

数理・データ活用及び人工知能に関する
科目又は情報機器の操作

2 情報リテラシー 2 2

必修及び選
択の別は、
教育職員免
許状を取得
する上での
必修・選択
の別であ
り、卒業要
件としての
必修・選択
の別とは異
なるもので
あること。

衛生学・公衆衛生学 5

学校保健（小児保健、精神保健、学校安全及
び救急処置を含む。）

21

特別活動・総合的な学
習の時間の指導法

2道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導、教
育相談等に
関する科目

8単位

教育実践に
関する科目

5

各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含
む。）

4

教育の基
礎的理解
に関する
科目

11

道徳、総
合的な学
習の時間
等の指導
法及び生
徒指導、
教育相談
等に関す
る科目

8

教育職員免許法施行規則に定める科目区分及び免許状取得に必要な最低単
位数 授業科目の名称

単位数
本学にお
ける免許
状取得に
必要な最
低単位数

備考
科目区分

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

「生理学、栄養学、微生物学、解剖学」 7

教科及び教
科の指導法
に関する科

目
24単位

教育の基礎
的理解に関
する科目
10単位

教育実践
に関する
科目

3

教育職員
免許法施
行規則第
66条の6に
定める科
目

体育 2 3

外国語コミュニケーション 2 4

教育実習
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看護学部 

 

 養護教諭一種免許状 
  
 
 
 
 
 

 

単位数 必修 選択

公衆衛生学 2

統計学の基礎 2

健康と環境 1

小児発達看護論 1

学校保健看護論 1

地域・在宅看護論 2

2 学校看護学 2 2

看護コミュニケーション論 1

学校健康相談活動 1

食品栄養学 1

栄養代謝学 1

形態機能学Ⅰ 2

形態機能学Ⅱ 1

薬理代謝学 1

感染免疫学 1

精神臨床看護論Ⅰ 2

精神臨床看護論Ⅱ 1

精神看護学概論 1

看護情報学 1

臨床病態治療学Ⅰ 1

臨床病態治療学Ⅱ 2

看護学序論 1

看護展開論Ⅰ 1

看護援助技術論Ⅰ 2

看護援助技術論Ⅱ 1

母性看護学概論 1

母性臨床看護論Ⅰ 1

母性臨床看護論Ⅱ 2

小児臨床看護論Ⅰ 1

小児看護学概論 1

老年看護学概論 1

成人看護学概論 2

基礎看護学実習Ⅰ 1

基礎看護学実習Ⅱ 2

小児看護学実習 3

地域・家族ケア論 1

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 教育原理 2
教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校への対

応を含む。）
教職概論 2

教育に関する社会的、制度的又は経営的事項（学校と地域

との連携及び学校安全への対応を含む。）
教育行政学 2

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程 発達と学習 2

特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する理解 特別支援教育論 1
教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメ

ントを含む。）
教育課程論 2

道徳教育論 1

教育の方法及び技術（情報通信技術の活用を含む。）
教育の方法と情報通信
技術の活用*

2

生徒指導の理論及び方法 生徒指導論 2
教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含

む。）の理論及び方法
教育相談論 1

養護実習 4

事前事後指導 1

教職実践演習 教職実践演習（養護教諭） 2 2

日本国憲法 2 日本国憲法 2 2

健康科学 2

体育実技 1

英語実践演習Ⅰ 1

英語実践演習Ⅱ 1

英語実践演習Ⅲ 1

英語実践演習Ⅳ 1

数理・データ活用及び人工知能に関する科目又は
情報機器の操作

2 情報リテラシー 2 2

＊令和６年度に開講予定

教育職員免
許法施行規
則第66条の
6に定める
科目

体育 2 3

外国語コミュニケーション 2 4

道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導、教
育相談等に
関する科目

道徳、総合的な学習の時間及び特別活動に関する内容

8

教育実践に
関する科目

養護実習 5

道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導、教
育相談等に
関する科目

6単位

教育実践に
関する科目

7単位

特別活動・総合的な学
習の時間の指導法*

2

25

教育の基礎
的理解に関
する科目

11

養
護
に
関
す
る
科
目

衛生学・公衆衛生学（予防医学を含む。） 4

2

2

2

2

2

2

10

教育の基礎
的理解に関
する科目
8単位

必修及び選
択の別は、
教育職員免
許状を取得
する上での
必修・選択
の別であ
り、卒業要
件としての
必修・選択
の別とは異
なるもので
あること。

学校保健 4

養護概説

健康相談活動の理論・方法 2

栄養学（食品学を含む。） 2

解剖学・生理学 3

「微生物学、免疫学、薬理概論」 2

5

精神保健 4

看護学（臨床実習及び救急処置を含む。）

教育職員免許法施行規則に定める科目区分及び免許状取得に必要な最低単位数
授業科目の名称

単位数
本学におけ

る免許状取

得に必要な

最低単位数

備考

科目区分 単位数 必修 選択
公衆衛生学 2
統計学の基礎 2
健康と環境 1
小児発達看護論 1
学校保健看護論 1
地域・在宅看護論 2

2 学校看護学 2 2
看護コミュニケーション論 1
学校健康相談活動 1
食品栄養学 1
栄養代謝学 1
形態機能学Ⅰ 2
形態機能学Ⅱ 1
薬理代謝学 1
感染免疫学 1
精神臨床看護論Ⅰ 2
精神臨床看護論Ⅱ 1
精神看護学概論 1
看護情報学 1
臨床病態治療学Ⅰ 1
臨床病態治療学Ⅱ 2
看護学序論 1
看護展開論Ⅰ 1
看護援助技術論Ⅰ 2
看護援助技術論Ⅱ 1
母性看護学概論 1
母性臨床看護論Ⅰ 1
母性臨床看護論Ⅱ 2
小児臨床看護論Ⅰ 1
小児看護学概論 1
老年看護学概論 1
成人看護学概論 2
基礎看護学実習Ⅰ 1
基礎看護学実習Ⅱ 2
小児看護学実習 3
地域・家族ケア論 1

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 教育原理 2
教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校への対応
を含む。） 教職概論 2

教育に関する社会的、制度的又は経営的事項（学校と地域と
の連携及び学校安全への対応を含む。） 教育行政学 2

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程 発達と学習 2
特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する理解 特別支援教育論 1
教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメン
トを含む。） 教育課程論 2

道徳教育論 1

教育の方法及び技術
情報通信技術を活用した教育の理論及び方法

教育の方法と情報通信
技術の活用

2

生徒指導の理論及び方法 生徒指導論 2
教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）
の理論及び方法 教育相談論 1

養護実習 4

事前事後指導 1
教職実践演習 教職実践演習（養護教諭） 2 2

日本国憲法 2 日本国憲法 2 2

健康科学 2

体育実技 1

英語実践演習Ⅰ 1

英語実践演習Ⅱ 1

英語実践演習Ⅲ 1

英語実践演習Ⅳ 1

数理・データ活用及び人工知能に関する科目又
は情報機器の操作

2 情報リテラシー 2 2

教育職員免許法施行規則に定める科目区分及び免許状取得に必要な最低単位数
授業科目の名称

単位数
本学にお
ける免許
状取得に
必要な最
低単位数

備考
科目区分

必修及び選
択の別は、
教育職員免
許状を取得
する上での
必修・選択
の別であ
り、卒業要
件としての
必修・選択
の別とは異
なるもので
あること。

学校保健 4

養護概説

健康相談活動の理論・方法 2

栄養学（食品学を含む。） 2

解剖学・生理学 3

「微生物学、免疫学、薬理概論」 2

5

精神保健 4

看護学（臨床実習及び救急処置を含む。） 25

教育の基礎
的理解に関
する科目

11

養
護
に
関
す
る
科
目

衛生学・公衆衛生学（予防医学を含む。） 4

2

2

2

2

2

2

10

教育の基礎
的理解に関
する科目
8単位

道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導、教
育相談等に
関する科目

道徳、総合的な学習の時間及び特別活動に関する内容

8

教育実践に
関する科目

養護実習 5

道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導、教
育相談等に
関する科目

6単位

教育実践に
関する科目

7単位

特別活動・総合的な学
習の時間の指導法

2

教育職員免
許法施行規
則第66条の
6に定める
科目

体育 2 3

外国語コミュニケーション 2 4

◆基本的な時間割の組み方◆

　手順①「基盤教育科目」の必修科目を入れます。

　手順②自分の学部の「専門科目」の必修科目を入れます。

　手順③空いているところに「専門科目」の選択科目を入れます。

　手順④さらに空いているところに「基盤教育科目」の選択科目を入れます。

　手順⑤単位数を合計し、「各学期に履修できる単位数の上限」を超えていないことを確認します。

 　１ 年生 前 期

2 2 1 2

1 2

2 2 1 1 ー

2 1 1 ー 1

ー ー

27
単位

21
単位

手順②

形態機能学Ⅰ 英語実践演習Ⅰ
看護援助技術論Ⅰ

（通年）
形態機能学Ⅰ 生化学

看護援助技術論Ⅰ
（通年）

形態機能学Ⅰ

手順②

時間割を全て組み終えたら、履修登録をしましょう！

単位数の上限 合計単位数

≧

集中講義・
実習など

看護学序論 情報リテラシー 英語基礎演習Ⅰ 保健統計学

手順④

いわて創造入門 社会学の世界

手順②

５時限

基礎教養入門 人間関係論

加齢と生活

手順① 手順④ 手順① 手順② 手順②

手順②

手順①

形態機能学Ⅰ３時限

４時限
手順② 手順① 手順②

手順②

体育実技２時限
手順④

　　　　※「基盤教育科目」と「専門科目」の必修科目が同じコマに配置されている場合は、「専門科目」を優先し選択します。

※自分の履修登録単位数の上限はＰ.５１で確認してください。

履修登録下書き表【記入例】

月 火 水 木 金

　授業科目一覧表で自分の年次に開講される科目を確認し、時間割を見ながら次の手順に従って時
間割を埋めていきます。科目選択の際は、必ずシラバスに目を通し授業内容を確認してください。

１時限
手順② 手順①

・科目名

・単位数
を書き入れましょう。

※通年科目は前期と後期で単位数を分割して計上します。

通年科目２単位＝前期１単位＋後期１単位
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履修登録下書き表 

 

 養護教諭一種免許状 
  
 
 
 
 
 

 

単位数 必修 選択

公衆衛生学 2

統計学の基礎 2

健康と環境 1

小児発達看護論 1

学校保健看護論 1

地域・在宅看護論 2

2 学校看護学 2 2

看護コミュニケーション論 1

学校健康相談活動 1

食品栄養学 1

栄養代謝学 1

形態機能学Ⅰ 2

形態機能学Ⅱ 1

薬理代謝学 1

感染免疫学 1

精神臨床看護論Ⅰ 2

精神臨床看護論Ⅱ 1

精神看護学概論 1

看護情報学 1

臨床病態治療学Ⅰ 1

臨床病態治療学Ⅱ 2

看護学序論 1

看護展開論Ⅰ 1

看護援助技術論Ⅰ 2

看護援助技術論Ⅱ 1

母性看護学概論 1

母性臨床看護論Ⅰ 1

母性臨床看護論Ⅱ 2

小児臨床看護論Ⅰ 1

小児看護学概論 1

老年看護学概論 1

成人看護学概論 2

基礎看護学実習Ⅰ 1

基礎看護学実習Ⅱ 2

小児看護学実習 3

地域・家族ケア論 1

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 教育原理 2
教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校への対

応を含む。）
教職概論 2

教育に関する社会的、制度的又は経営的事項（学校と地域

との連携及び学校安全への対応を含む。）
教育行政学 2

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程 発達と学習 2

特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する理解 特別支援教育論 1
教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメ

ントを含む。）
教育課程論 2

道徳教育論 1

教育の方法及び技術（情報通信技術の活用を含む。）
教育の方法と情報通信
技術の活用*

2

生徒指導の理論及び方法 生徒指導論 2
教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含

む。）の理論及び方法
教育相談論 1

養護実習 4

事前事後指導 1

教職実践演習 教職実践演習（養護教諭） 2 2

日本国憲法 2 日本国憲法 2 2

健康科学 2

体育実技 1

英語実践演習Ⅰ 1

英語実践演習Ⅱ 1

英語実践演習Ⅲ 1

英語実践演習Ⅳ 1

数理・データ活用及び人工知能に関する科目又は
情報機器の操作

2 情報リテラシー 2 2

＊令和６年度に開講予定

教育職員免
許法施行規
則第66条の
6に定める
科目

体育 2 3

外国語コミュニケーション 2 4

道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導、教
育相談等に
関する科目

道徳、総合的な学習の時間及び特別活動に関する内容

8

教育実践に
関する科目

養護実習 5

道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導、教
育相談等に
関する科目

6単位

教育実践に
関する科目

7単位

特別活動・総合的な学
習の時間の指導法*

2

25

教育の基礎
的理解に関
する科目

11

養
護
に
関
す
る
科
目

衛生学・公衆衛生学（予防医学を含む。） 4

2

2

2

2

2

2

10

教育の基礎
的理解に関
する科目
8単位

必修及び選
択の別は、
教育職員免
許状を取得
する上での
必修・選択
の別であ
り、卒業要
件としての
必修・選択
の別とは異
なるもので
あること。

学校保健 4

養護概説

健康相談活動の理論・方法 2

栄養学（食品学を含む。） 2

解剖学・生理学 3

「微生物学、免疫学、薬理概論」 2

5

精神保健 4

看護学（臨床実習及び救急処置を含む。）

教育職員免許法施行規則に定める科目区分及び免許状取得に必要な最低単位数
授業科目の名称

単位数
本学におけ

る免許状取

得に必要な

最低単位数

備考

科目区分

◆基本的な時間割の組み方◆

　手順①「基盤教育科目」の必修科目を入れます。

　手順②自分の学部の「専門科目」の必修科目を入れます。

　手順③空いているところに「専門科目」の選択科目を入れます。

　手順④さらに空いているところに「基盤教育科目」の選択科目を入れます。

　手順⑤単位数を合計し、「各学期に履修できる単位数の上限」を超えていないことを確認します。

 　１ 年生 前 期

2 2 1 2

1 2

2 2 1 1 ー

2 1 1 ー 1

ー ー

27
単位

21
単位

手順②

形態機能学Ⅰ 英語実践演習Ⅰ
看護援助技術論Ⅰ

（通年）
形態機能学Ⅰ 生化学

看護援助技術論Ⅰ
（通年）

形態機能学Ⅰ

手順②

時間割を全て組み終えたら、履修登録をしましょう！

単位数の上限 合計単位数

≧

集中講義・
実習など

看護学序論 情報リテラシー 英語基礎演習Ⅰ 保健統計学

手順④

いわて創造入門 社会学の世界

手順②

５時限

基礎教養入門 人間関係論

加齢と生活

手順① 手順④ 手順① 手順② 手順②

手順②

手順①

形態機能学Ⅰ３時限

４時限
手順② 手順① 手順②

手順②

体育実技２時限
手順④

　　　　※「基盤教育科目」と「専門科目」の必修科目が同じコマに配置されている場合は、「専門科目」を優先し選択します。

※自分の履修登録単位数の上限はＰ.５１で確認してください。

履修登録下書き表【記入例】

月 火 水 木 金

　授業科目一覧表で自分の年次に開講される科目を確認し、時間割を見ながら次の手順に従って時
間割を埋めていきます。科目選択の際は、必ずシラバスに目を通し授業内容を確認してください。

１時限
手順② 手順①

・科目名

・単位数
を書き入れましょう。

※通年科目は前期と後期で単位数を分割して計上します。

通年科目２単位＝前期１単位＋後期１単位
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看護学部

 　 　　年生 　 　期

単位 単位
≧

履修上限単位数 合計単位数

履修登録下書き表

月 火 水 木 金

1時限

3時限

2時限

4時限

5時限

集中講義・
実習など

・科目名

・単位数
を書き入れましょう。

Ｗｅｂ学生便覧

ＱＲコード

シラバス検索画面

ＱＲコード

 　 　　年生 　 　期

単位 単位
≧

履修上限単位数 合計単位数

履修登録下書き表

月 火 水 木 金

1時限

3時限

2時限

4時限

5時限

集中講義・
実習など

・科目名

・単位数
を書き入れましょう。

Ｗｅｂ学生便覧

ＱＲコード

シラバス検索画面

ＱＲコード
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履修登録下書き表

 　 　　年生 　 　期

単位 単位
≧

履修上限単位数 合計単位数

履修登録下書き表

月 火 水 木 金

1時限

3時限

2時限

4時限

5時限

集中講義・
実習など

・科目名

・単位数
を書き入れましょう。

Ｗｅｂ学生便覧

ＱＲコード

シラバス検索画面

ＱＲコード

 　 　　年生 　 　期

単位 単位
≧

履修上限単位数 合計単位数

履修登録下書き表

月 火 水 木 金

1時限

3時限

2時限

4時限

5時限

集中講義・
実習など

・科目名

・単位数
を書き入れましょう。

Ｗｅｂ学生便覧

ＱＲコード

シラバス検索画面

ＱＲコード
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看護学部

 　 　　年生 　 　期

単位 単位
≧

履修上限単位数 合計単位数

履修登録下書き表

月 火 水 木 金

1時限

3時限

2時限

4時限

5時限

集中講義・
実習など

・科目名

・単位数
を書き入れましょう。

Ｗｅｂ学生便覧

ＱＲコード

シラバス検索画面

ＱＲコード

 　 　　年生 　 　期

単位 単位
≧

履修上限単位数 合計単位数

履修登録下書き表

月 火 水 木 金

1時限

3時限

2時限

4時限

5時限

集中講義・
実習など

・科目名

・単位数
を書き入れましょう。

Ｗｅｂ学生便覧

ＱＲコード

シラバス検索画面

ＱＲコード
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 　 　　年生 　 　期

単位 単位
≧

履修上限単位数 合計単位数

履修登録下書き表

月 火 水 木 金

1時限

3時限

2時限

4時限

5時限

集中講義・
実習など

・科目名

・単位数
を書き入れましょう。

Ｗｅｂ学生便覧

ＱＲコード

シラバス検索画面

ＱＲコード

 　 　　年生 　 　期

単位 単位
≧

履修上限単位数 合計単位数

履修登録下書き表

月 火 水 木 金

1時限

3時限

2時限

4時限

5時限

集中講義・
実習など

・科目名

・単位数
を書き入れましょう。

Ｗｅｂ学生便覧

ＱＲコード

シラバス検索画面

ＱＲコード
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看護学部

 　 　　年生 　 　期

単位 単位
≧

履修上限単位数 合計単位数

履修登録下書き表

月 火 水 木 金

1時限

3時限

2時限

4時限

5時限

集中講義・
実習など

・科目名

・単位数
を書き入れましょう。

Ｗｅｂ学生便覧

ＱＲコード

シラバス検索画面

ＱＲコード

 　 　　年生 　 　期

単位 単位
≧

履修上限単位数 合計単位数

履修登録下書き表

月 火 水 木 金

1時限

3時限

2時限

4時限

5時限

集中講義・
実習など

・科目名

・単位数
を書き入れましょう。

Ｗｅｂ学生便覧

ＱＲコード

シラバス検索画面

ＱＲコード
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履修登録下書き表

 　 　　年生 　 　期

単位 単位
≧

履修上限単位数 合計単位数

履修登録下書き表

月 火 水 木 金

1時限

3時限

2時限

4時限

5時限

集中講義・
実習など

・科目名

・単位数
を書き入れましょう。

Ｗｅｂ学生便覧

ＱＲコード

シラバス検索画面

ＱＲコード

 　 　　年生 　 　期

単位 単位
≧

履修上限単位数 合計単位数

履修登録下書き表

月 火 水 木 金

1時限

3時限

2時限

4時限

5時限

集中講義・
実習など

・科目名

・単位数
を書き入れましょう。

Ｗｅｂ学生便覧

ＱＲコード

シラバス検索画面

ＱＲコード
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看護学部

 　 　　年生 　 　期

単位 単位
≧

履修上限単位数 合計単位数

履修登録下書き表

月 火 水 木 金

1時限

3時限

2時限

4時限

5時限

集中講義・
実習など

・科目名

・単位数
を書き入れましょう。

Ｗｅｂ学生便覧

ＱＲコード

シラバス検索画面

ＱＲコード



看護学研究科

 　 　　年生 　 　期

単位 単位
≧

履修上限単位数 合計単位数

履修登録下書き表

月 火 水 木 金

1時限

3時限

2時限

4時限

5時限

集中講義・
実習など

・科目名

・単位数
を書き入れましょう。

Ｗｅｂ学生便覧

ＱＲコード

シラバス検索画面

ＱＲコード



看護学研究科 

ディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー 

■ ディプロマ・ポリシー 

看護学研究科では、本学の建学の理念、教育の特色、教育研究上の目的を踏まえ、目指す人材像の育成を

図り、本学学則に定める修了要件を満たした学生を、以下に掲げる「学生が修了までに身につけるべき能力」を

備えたものとして、博士前期課程にあっては学位『修士（看護学）』、博士後期課程にあっては『博士（看護学）』を

授与します。 

 

▼目指す人材像 

＜博士前期課程＞ 

１．看護実践者として、保健医療福祉チームの一員として、専門性の高い看護実践と教育研究を重ね看護

学の進歩に貢献できる人材 

２．看護管理者として、現場でのマネジメントの遂行、先進技術の導入や業務・管理体制の構築、さらに

地域の保健医療活動の充実を図ることができる人材 

３．看護教育者として、医療の進歩や看護ニーズの多様化に対応した看護教育の充実を図ることができる

人材 

４．看護研究者として、看護学の理論に基づいた看護実践の分析や研究成果を実践に活かすことができる

人材 

 

＜博士後期課程＞ 

１．保健医療の現場で求められる看護ニーズに基づく専門的な研究を、自律して計画し遂行し、看護学の

進歩に貢献できる人材 

２．専門分野の研究成果を踏まえた教育を行い、高度な看護専門職育成に貢献できる人材 

３．看護チームの中でリーダーシップを発揮し、関係職種との協働を通して保健医療の質を高めていける

人材 

４．社会のニーズを的確に捉え、保健福祉政策に組み込んでいくことができる人材 

 

▼学生が修了までに身につけるべき能力 

＜博士前期課程＞ 
DP１ 看護学の理論に基づき、看護実践を分析し、記述することができる。 

DP２ 独創性や発展可能性のある学術的に有用な看護学研究を行うことができる。 

DP３ 看護専門職としての看護実践能力・教育力・研究力・管理能力を養うことができる。 

 

＜博士後期課程＞ 
DP１ 独創性や発展性のある学術的に有用な看護学研究を自律して行うことができる。 

DP２ 看護専門職としての高い教育力・研究力・管理能力・看護実践能力を養うことができる。 

DP３ 新しい看護学の理論構築や看護方法・技術の開発を通して、看護学の知識の蓄積・体系化に寄与で 

   きる。 
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看護学研究科 

ディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー 

■ ディプロマ・ポリシー 

看護学研究科では、本学の建学の理念、教育の特色、教育研究上の目的を踏まえ、目指す人材像の育成を

図り、本学学則に定める修了要件を満たした学生を、以下に掲げる「学生が修了までに身につけるべき能力」を

備えたものとして、博士前期課程にあっては学位『修士（看護学）』、博士後期課程にあっては『博士（看護学）』を

授与します。 

 

▼目指す人材像 

＜博士前期課程＞ 

１．看護実践者として、保健医療福祉チームの一員として、専門性の高い看護実践と教育研究を重ね看護

学の進歩に貢献できる人材 

２．看護管理者として、現場でのマネジメントの遂行、先進技術の導入や業務・管理体制の構築、さらに

地域の保健医療活動の充実を図ることができる人材 

３．看護教育者として、医療の進歩や看護ニーズの多様化に対応した看護教育の充実を図ることができる

人材 

４．看護研究者として、看護学の理論に基づいた看護実践の分析や研究成果を実践に活かすことができる

人材 

 

＜博士後期課程＞ 

１．保健医療の現場で求められる看護ニーズに基づく専門的な研究を、自律して計画し遂行し、看護学の

進歩に貢献できる人材 

２．専門分野の研究成果を踏まえた教育を行い、高度な看護専門職育成に貢献できる人材 

３．看護チームの中でリーダーシップを発揮し、関係職種との協働を通して保健医療の質を高めていける

人材 

４．社会のニーズを的確に捉え、保健福祉政策に組み込んでいくことができる人材 

 

▼学生が修了までに身につけるべき能力 

＜博士前期課程＞ 
DP１ 看護学の理論に基づき、看護実践を分析し、記述することができる。 

DP２ 独創性や発展可能性のある学術的に有用な看護学研究を行うことができる。 

DP３ 看護専門職としての看護実践能力・教育力・研究力・管理能力を養うことができる。 

 

＜博士後期課程＞ 
DP１ 独創性や発展性のある学術的に有用な看護学研究を自律して行うことができる。 

DP２ 看護専門職としての高い教育力・研究力・管理能力・看護実践能力を養うことができる。 

DP３ 新しい看護学の理論構築や看護方法・技術の開発を通して、看護学の知識の蓄積・体系化に寄与で 

   きる。 
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■ カリキュラム・ポリシー 

＜博士前期課程＞ 
看護学研究科博士前期課程は、修士論文コースと高度実践看護師（専門看護師）コースを有します。 
修士論文コースは4つの科目群、専門看護師コースは5つの科目群で構成され、ディプロマ・ポリシー

で掲げられた能力を育成するための科目が配置されています。高度実践看護師（専門看護師）コースは、

慢性疾患看護、がん看護の2分野について日本看護系大学協議会による専門看護師教育課程基準に基づく

教育課程の認定を受けています。 

 

CP１ 共通必修科目は、看護学研究における様々な研究方法を学びます。 

CP２ 共通選択科目は、幅広い視野から専門分野を理解する能力を身に付けることを目指します。なお、

高度実践専門看護師（専門看護師）コースではケアとキュアの統合による高度な看護学の知識技術

を学ぶことを目指します。 

CP３ 専門分野選択科目は、専攻する分野の特論において、専門分野の理論や背景を学んだ上で、現在の

看護実践に対する理解を深め、その分野における看護の課題と解決方法について学びます。 

CP４ 研究指導科目のうち、演習科目では、特論科目での学修をもとに実践を振り返り、自身の研究課題

を焦点化することを目指します。なお、高度実践専門看護師（専門看護師）コースでは、演習科目

は専門分野選択科目に位置し、実践・教育を中心に高度な看護実践能力を養うことを目指します。 

CP５ 研究指導科目のうち、看護学研究では、専門分野の研究をクリティークした上で、リサーチクエス

チョンに基づき研究を遂行し、修士論文を作成します。なお、高度実践専門看護師（専門看護師）

コースでは、専門看護師の役割のうち研究の能力を修得するために、課題研究または修士論文を作

成します。 

CP６ 高度実践専門看護師（専門看護師）コースでは、実習科目において実践・相談・調整・倫理調整・

教育の5つの役割の修得を目指します。 

 

 

＜博士後期課程＞ 
看護学研究科博士後期課程は、2 つの科目群で構成され、ディプロマ・ポリシーで掲げられた能力を育

成するための科目が配置されています。 

 

CP１ 専門分野選択科目は、専攻する分野の特論において、最先端の看護について学ぶとともに、主体的

に考え、看護学の発展に寄与できる能力を身に付けることを目指します。 

CP２ 研究指導科目は、専攻する分野の特別研究において、学術的に有用な看護学研究を行うために必要

な、研究課題に関する背景を理解し、関連する分野の研究をクリティークした上で、リサーチクエ

スチョンに基づき自律して研究を遂行し、博士論文を作成します。 
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■ カリキュラム・ポリシー 

＜博士前期課程＞ 
看護学研究科博士前期課程は、修士論文コースと高度実践看護師（専門看護師）コースを有します。 
修士論文コースは4つの科目群、専門看護師コースは5つの科目群で構成され、ディプロマ・ポリシー

で掲げられた能力を育成するための科目が配置されています。高度実践看護師（専門看護師）コースは、

慢性疾患看護、がん看護の2分野について日本看護系大学協議会による専門看護師教育課程基準に基づく

教育課程の認定を受けています。 

 

CP１ 共通必修科目は、看護学研究における様々な研究方法を学びます。 

CP２ 共通選択科目は、幅広い視野から専門分野を理解する能力を身に付けることを目指します。なお、

高度実践専門看護師（専門看護師）コースではケアとキュアの統合による高度な看護学の知識技術

を学ぶことを目指します。 

CP３ 専門分野選択科目は、専攻する分野の特論において、専門分野の理論や背景を学んだ上で、現在の

看護実践に対する理解を深め、その分野における看護の課題と解決方法について学びます。 

CP４ 研究指導科目のうち、演習科目では、特論科目での学修をもとに実践を振り返り、自身の研究課題

を焦点化することを目指します。なお、高度実践専門看護師（専門看護師）コースでは、演習科目

は専門分野選択科目に位置し、実践・教育を中心に高度な看護実践能力を養うことを目指します。 

CP５ 研究指導科目のうち、看護学研究では、専門分野の研究をクリティークした上で、リサーチクエス

チョンに基づき研究を遂行し、修士論文を作成します。なお、高度実践専門看護師（専門看護師）

コースでは、専門看護師の役割のうち研究の能力を修得するために、課題研究または修士論文を作
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CP６ 高度実践専門看護師（専門看護師）コースでは、実習科目において実践・相談・調整・倫理調整・
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＜博士後期課程＞ 
看護学研究科博士後期課程は、2 つの科目群で構成され、ディプロマ・ポリシーで掲げられた能力を育
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CP１ 専門分野選択科目は、専攻する分野の特論において、最先端の看護について学ぶとともに、主体的

に考え、看護学の発展に寄与できる能力を身に付けることを目指します。 

CP２ 研究指導科目は、専攻する分野の特別研究において、学術的に有用な看護学研究を行うために必要
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Ⅰ　看護学研究科（博士前期課程）の概要



 
 

看護学研究科博士前期課程の概要 

 

 

 １．教育研究の目標 

 
博士前期課程においては、人々の健康問題や医療・看護に対する意識変化と医療・科学技術の進歩に対

応することができる高度な専門知識、技術並びに倫理観を培い、様々な看護の実践と研究を通して看護学

の発展と看護の質の向上に貢献できる、次のような人材を養成することを目標としています。 
 
・ 優れた看護実践者 

看護の実践現場において、専門職者のチームメンバーとともに、優れた実践並びに実践上の研究を

行い、看護実践の向上に寄与できる人材。 

 

・ 優れた看護管理者 

実践に携わる看護職者の一人ひとりが、十分に能力を発揮して、看護を充実、向上させることがで

きるように管理・運営ができる人材。また、先進的な技術や管理体制の導入並びにコストや業務量の

視点から看護サービスのレベルの向上を図っていくこと、地域全体の保健医療活動の充実を図ってい

くことができる人材。 

 

・ 優れた看護教育者 

看護教育の充実に伴う看護系高等教育機関での教育を担当できる人材。特に、医療の進歩と看護ニ

ーズの変化に対応した教育内容を充実させ、自立と実践力、倫理観を育成していく能力を有する人材。 

 

・ 研究能力を有する人材 

看護研究の基本的な知識と技術を修得し、研究課題を取り上げ、研究を実施できる人材。特に、医

療技術の発展の中で、看護の知識・技術の開発並びに看護実践を分析、記述できる能力を有し、また、

研究成果を実践に取り入れ、その効果を評価していくことができる能力を有する人材。 

 

 

 ２．博士前期課程の構成 

 

 

<課  程>  博士前期課程 

  <専  攻>  看護学専攻 

  <取得できる学位> 修士（看護学） 
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看護学研究科

 
 

 ３．教育研究領域 

 

博士前期課程における研究領域と領域を構成する研究分野の内容は、次のとおりです。 

 

《基礎・管理看護学領域》 

看護実証病態学研究分野 

看護実践に有用な多くの研究手法について学び、看護技術の科学的裏づけを得るための実証的研究

や看護技術の安全性に関する幅広い研究を行います。さらに、実証的研究に基づく新たな看護技術の

構築についても研究します。 

 

看護援助学研究分野 

看護学を構成する主要な理論について学び、看護援助の理論に基づく実践、看護の場における援助

関係、看護学の教育方法等について探究します。 

 

看護管理学研究分野 

優れた看護サービスを提供するために必要となるマネジメントに関する各種理論、医療分野におけ

るデータの利活用、情報リテラシー等を研究課題として取り組んでいきます。 

 

看護教育学研究分野 

看護教育学は基礎教育、看護職の専門性を高める継続教育について、時代の要請に応えつつ、看護

の本質を軸とした看護職人材育成の在り方を考えます。看護教育の政策的な課題、具体的な教育（教

育課程・教員養成等）・人材育成の方法（システム）を研究課題として取り組んでいきます。 

 

 

《母子看護学領域》 

母性・女性健康看護学研究分野 

人間のライフステージにおける心身の発達課題を、生殖を概念枠組みとして捉え、その特性を追究

します。また、現代社会の周産期医療やリプロダクティブ・ヘルス/ライツの諸問題の実態とその関連

要因を明らかにし、助産ケアや看護援助について追究します。さらに、先端生殖医療技術に伴う社会

的、倫理的、法的諸問題から新たな看護理論、看護方法論を構築します。 

 

小児看護学研究分野 

小児看護学の基礎を成す理論および小児看護の実践を支える主要な理論を明らかにし、慢性的な健

康問題をもつ子どもと家族への看護援助、子どもの心身の成長・発達への支援や育児支援等について

の研究を行います。 

 

学校保健看護学研究分野 

近年の児童、生徒の健康問題(不登校・いじめ・心身症・薬物乱用他)や心理的特徴と現代社会の影

響について明らかにします。子どもをとりまく環境の変化が、新しい健康問題を引き起こすことを念

頭に置きながらこれからの学校保健での養護教諭の役割について探究します。 

 
 

《成人・老年看護学領域》 

成人看護学研究分野 

様々な発達段階にある成人期の対象の健康問題と関連要因を明らかにし、看護の方法を追究します｡

個人と家族を理解するための概念や理論と実践の分析並びに新たな発想を加えて、困難な状態にある

患者と家族へのより効果的な援助方法を探究します。また、慢性疾患看護専門看護師、がん看護専門

看護師を希望する者は、所定の授業科目を履修することにより、高度実践看護師（専門看護師）の受

験資格申請の要件を満たすことができます。 

 

老年看護学研究分野 

老年期の対象の健康問題と関連要因を明らかにし、看護の方法を追究します｡特に老年期の個人と

家族の特性及び地域での生活を支えている保健･医療･福祉システムを理解し、地域における看護サー

ビスについて多面的に探究します。 

 

 

《地域看護学領域》 

地域保健看護学研究分野 

地域で暮らす住民の健康や保健行動を、その地域の歴史・文化をはじめとする健康や生活様式から

理解し、地域特性を踏まえた行政サービスとして機能する看護活動や地区組織とのコーディネーショ

ンの在り方、少子高齢社会の保健・医療・福祉システムの構築など地域看護の可能性を探究します｡ 

 

在宅看護学研究分野 

地域で暮らす療養者と家族を理解するための主要な理論・概念を理解し、療養者と家族の思いや希

望を尊重しながら、療養者がその人らしい生活を送るための多様で創造的な看護について探究します。 

 

精神保健看護学研究分野 

ストレスや心身の相関関係、自我の発達構造が精神的健康に及ぼす影響について学び、個別相談や

グループ活動支援のプロセスを理解します。 特に精神障害者の自己実現と地域生活支援及び精神障

害者家族への理解と支援を学ぶとともに、地域の社会資源の開発を通して地域精神保健活動として展

開できる知識と実践力を養います。 

 

 

４．教育課程の考え方・特色 

 

教育目標を達成するために、教育課程では実践と実証を重視しています。そして、教育目標に共通の基

本的な能力は、看護実践の改善充実を目指した研究的アプローチができることであると捉え、看護研究法

4単位を必修科目としています。内容は実践的な研究方法と研究成果を実践に活用する視点を重視し、さ

らに研究データの分析・記述方法についての実力を身につけるようにします。 

専攻分野に関する学習は、特論科目、看護学演習、看護学研究により構成されています。特論では理

論と研究方法の学習を重視し、演習で十分な文献学習と現場での実践体験がなされるように構成してい
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論と研究方法の学習を重視し、演習で十分な文献学習と現場での実践体験がなされるように構成してい
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看護学研究科

 
 

ます。そして、看護学研究（修士論文研究）を行います。その他、視野を広げるために、共通選択科目

や他分野の特論科目を3科目以上履修することが必要です。 

高度実践看護師（専門看護師）を希望する者は、所定の科目、看護学演習、実習、課題研究を履修し

なければなりません。 

 

《専門科目》 

共通必修科目として看護研究法4単位、専攻する研究分野の専門分野選択科目4単位（主指導教員が

担当する専門分野選択科目 2 単位以上）、共通選択科目及び他の研究分野の専門分野選択科目から 6 単

位以上を履修してください。 

また、慢性疾患看護専門看護師を希望する者は、看護研究法4単位、共通選択科目から所定の科目を

含む12単位、及び専門分野選択科目を26単位以上（実習10単位含む）を履修してください。 

がん看護専門看護師を希望する者は、看護研究法 4 単位、共通選択科目から所定の科目を含む 12 単

位、及び専門分野科目を24単位以上（実習10単位含む）を履修してください。 

 

《研究指導科目》 

各研究分野の看護学演習8単位並びに看護学研究8単位を履修してください。 

また、高度実践看護師（専門看護師）を希望する者は課題研究2単位あるいは看護学研究8単位を履

修してください。尚、課題研究は、研究目的を臨床現場、学生の実践、学生の所属する施設の課題解決に

関連しているものとし、修学期間内で研究終了の見通しがもてるように、研究対象者数、文献検討等の

ボリュームを検討した上で、研究計画を立案し、研究を実施します。 

 

 

5．履修指導及び研究指導の方法 

《履修指導の方法》 

専攻分野の研究指導教員は、学生の経験や能力、適性、将来計画等を念頭に、具体的な履修計画を指

導します。 

《研究指導の方法》 

研究指導教員は、1 年次に共通科目や特論、演習を通して学生の関心が発展し、研究課題の設定、研

究計画の立案ができるように指導します。研究計画書作成の過程で、他分野の研究指導教員や学生とと

もに研究計画の検討を行います。研究方法について必要に応じ本研究科の他分野や共通選択科目の教員

並びに学内の他の研究科の教員の指導を受けることができます。専攻する研究分野の指導教員を主指導

教員とし、他の分野の指導教員を副指導教員とする複数の教員の協力による指導を行います。 

 

 

 

 

 

 
 

 6．修了要件 

 

修了要件は、博士前期課程に原則として2年以上在学し、共通必修科目4単位、専攻する分野の専門

分野選択科目4単位以上、共通選択科目及び他の研究分野の専門分野選択科目6単位以上、看護学演習

8 単位と看護学研究 8 単位からなる研究指導科目 16 単位の合計 30 単位以上を修得し、かつ、修士論文

の審査及び修了試験に合格することとします。 

高度実践看護師（専門看護師）コースの受講を希望する者で、慢性疾患看護CNSコースは所定の科目

44 単位以上、がん看護 CNS コースは 42 単位以上を履修し、かつ、特定の課題の研究の成果あるいは修

士論文についての審査及び修了試験に合格することが必要です。 

 

【看護学研究科修士課程の修了に必要な単位数】 

区分 
配当 

単位数 

修了要件単位数 

必修 選択 計 

共通必修科目 4 4 4

共通選択科目 11  
10 10

専門分野選択科目 52  

研究指導科目 １20  16 16

合    計 １87 4 26 30

（高度実践看護師（専門看護師）コースは、学則別表第２を参照） 
 

《学位論文審査基準》 

《修士論文の審査基準》 

修士論文の審査項目は、1)研究の目的、方法、結果及び考察の一貫性並びに妥当性、2）看護学研究

としての独創性及び発展可能性、3）修士論文への質問への対応です。 

《課題研究の審査基準》 

課題研究の審査項目は、1)研究の目的、方法、結果及び考察の一貫性並びに妥当性、2）研究内容が

有する看護実践の専門性の向上に対する意義、3）課題研究への質問への対応です。 

 

 

 7．履修登録 

 

研究科の授業科目を履修するためには、学期初めの所定の期日まで（学年暦の履修登録期間中）に、

学生自らが学内情報システムにより履修しようとする授業科目を登録する必要があります。  



― 91 ―

Ⅰ　看護学研究科博士前期課程の概要

 
 

ます。そして、看護学研究（修士論文研究）を行います。その他、視野を広げるために、共通選択科目

や他分野の特論科目を3科目以上履修することが必要です。 

高度実践看護師（専門看護師）を希望する者は、所定の科目、看護学演習、実習、課題研究を履修し

なければなりません。 

 

《専門科目》 

共通必修科目として看護研究法4単位、専攻する研究分野の専門分野選択科目4単位（主指導教員が

担当する専門分野選択科目 2 単位以上）、共通選択科目及び他の研究分野の専門分野選択科目から 6 単

位以上を履修してください。 

また、慢性疾患看護専門看護師を希望する者は、看護研究法4単位、共通選択科目から所定の科目を

含む12単位、及び専門分野選択科目を26単位以上（実習10単位含む）を履修してください。 

がん看護専門看護師を希望する者は、看護研究法 4 単位、共通選択科目から所定の科目を含む 12 単

位、及び専門分野科目を24単位以上（実習10単位含む）を履修してください。 

 

《研究指導科目》 

各研究分野の看護学演習8単位並びに看護学研究8単位を履修してください。 

また、高度実践看護師（専門看護師）を希望する者は課題研究2単位あるいは看護学研究8単位を履

修してください。尚、課題研究は、研究目的を臨床現場、学生の実践、学生の所属する施設の課題解決に

関連しているものとし、修学期間内で研究終了の見通しがもてるように、研究対象者数、文献検討等の

ボリュームを検討した上で、研究計画を立案し、研究を実施します。 

 

 

5．履修指導及び研究指導の方法 

《履修指導の方法》 

専攻分野の研究指導教員は、学生の経験や能力、適性、将来計画等を念頭に、具体的な履修計画を指

導します。 

《研究指導の方法》 

研究指導教員は、1 年次に共通科目や特論、演習を通して学生の関心が発展し、研究課題の設定、研

究計画の立案ができるように指導します。研究計画書作成の過程で、他分野の研究指導教員や学生とと

もに研究計画の検討を行います。研究方法について必要に応じ本研究科の他分野や共通選択科目の教員

並びに学内の他の研究科の教員の指導を受けることができます。専攻する研究分野の指導教員を主指導

教員とし、他の分野の指導教員を副指導教員とする複数の教員の協力による指導を行います。 

 

 

 

 

 

 
 

 6．修了要件 

 

修了要件は、博士前期課程に原則として2年以上在学し、共通必修科目4単位、専攻する分野の専門

分野選択科目4単位以上、共通選択科目及び他の研究分野の専門分野選択科目6単位以上、看護学演習

8 単位と看護学研究 8 単位からなる研究指導科目 16 単位の合計 30 単位以上を修得し、かつ、修士論文

の審査及び修了試験に合格することとします。 

高度実践看護師（専門看護師）コースの受講を希望する者で、慢性疾患看護CNSコースは所定の科目

44 単位以上、がん看護 CNS コースは 42 単位以上を履修し、かつ、特定の課題の研究の成果あるいは修

士論文についての審査及び修了試験に合格することが必要です。 

 

【看護学研究科修士課程の修了に必要な単位数】 

区分 
配当 

単位数 

修了要件単位数 

必修 選択 計 

共通必修科目 4 4 4

共通選択科目 11  
10 10

専門分野選択科目 52  

研究指導科目 １20  16 16

合    計 １87 4 26 30

（高度実践看護師（専門看護師）コースは、学則別表第２を参照） 
 

《学位論文審査基準》 

《修士論文の審査基準》 

修士論文の審査項目は、1)研究の目的、方法、結果及び考察の一貫性並びに妥当性、2）看護学研究

としての独創性及び発展可能性、3）修士論文への質問への対応です。 

《課題研究の審査基準》 

課題研究の審査項目は、1)研究の目的、方法、結果及び考察の一貫性並びに妥当性、2）研究内容が

有する看護実践の専門性の向上に対する意義、3）課題研究への質問への対応です。 

 

 

 7．履修登録 

 

研究科の授業科目を履修するためには、学期初めの所定の期日まで（学年暦の履修登録期間中）に、

学生自らが学内情報システムにより履修しようとする授業科目を登録する必要があります。  





Ⅱ　授業科目（博士前期課程）



１ 授業科目一覧表 
1)看護学研究科看護学専攻博士前期課程（修士論文コース） 

授  業  科  目  の  名  称 配当年次 
単 位 数 

備    考 
必 修 選 択

 看護学研究科    

看護学専攻  博士前期課程 

    

専            

門           

科            

目 

共通必修

科目 

看護研究法Ⅰ 

看護研究法Ⅱ 

１ 前 

１ 後 

２ 

２ 

 必修 

４単位 

共 通 

選 択 

科 目 

看護倫理 

コンサルテーション論 

統計学特論 

病態解析論 

医療経済学 

看護教育学 

１・２ 前 

１・２ 後 

１・２ 前 

１・２ 前 

１・２ 後 

１・２ 前 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

 

選択 

選択する研究分野の専門分野選択科

目４単位を含む１０単位以上 

 

 

専 
 
 

門 
 
 

分 
 
 

野 
 
 

選 
 
 

択 
 
 

科 
 
 

目 

看護実証病態学特論 

臨床病態機能論 

看護実践実証論 

看護援助学特論 

看護援助実践論 

看護相談援助特論 

看護管理学特論 

看護感染管理論 

看護人材育成論 

看護情報学特論 

母性看護学特論 

女性健康看護学特論 

小児発達看護学特論 

小児看護学特論 

学校保健看護学特論 

学校保健看護活動論 

成人看護学特論 

成人看護援助論 

老年看護学特論 

老年看護援助論 

地域保健看護学特論 

地域保健看護活動論 

在宅看護学特論 

在宅看護援助論 

精神保健看護学特論 

精神保健看護システム論 

 

１ 前 

１ 後 

１ 後 

１ 前 

１ 後 

１ 前 

１ 前 

１ 後 

１ 後 

１ 前 

１ 前 

１ 後 

１ 前 

１ 後 

１ 前 

１ 後 

１ 前 

１ 後 

１ 前 

１ 後 

１ 前 

１ 後 

１ 前 

１ 後 

１ 前 

１ 後 

 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

研 

究 

指 

導 

科 

目 

看護実証病態学演習 

看護援助学演習 

看護教育学演習 

看護管理学演習 

基礎・教育・管理看護学研究 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

 

 

８ 

８ 

８ 

８ 

８ 

選択 

選択する研究分野の看護学演習８単

位及び看護学研究８単位の計１６単位

 

母性・女性健康看護学演習 

小児看護学演習 

学校保健看護学演習 

母子看護学研究 

１ 

１ 

１ 

２ 

 

８ 

８ 

８ 

８ 

成人看護学演習Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ 

老年看護学演習 

成人・老年看護学研究 

１ 

１ 

２ 

 

各２

８ 

８ 

地域保健看護学演習 

在宅看護学演習 

精神保健看護学演習 

地域看護学研究 

１ 

１ 

１ 

２ 

 

８ 

８ 

８ 

８ 

・研究指導科目の「○○研究」は、修了が認められた時に成績が確定する。 
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Ⅱ　授業科目

１ 授業科目一覧表 
1)看護学研究科看護学専攻博士前期課程（修士論文コース） 

授  業  科  目  の  名  称 配当年次 
単 位 数 

備    考 
必 修 選 択

 看護学研究科    

看護学専攻  博士前期課程 

    

専            

門           

科            

目 

共通必修

科目 

看護研究法Ⅰ 

看護研究法Ⅱ 

１ 前 

１ 後 

２ 

２ 

 必修 

４単位 

共 通 

選 択 

科 目 

看護倫理 

コンサルテーション論 

統計学特論 

病態解析論 

医療経済学 

看護教育学 

１・２ 前 

１・２ 後 

１・２ 前 

１・２ 前 

１・２ 後 

１・２ 前 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

 

選択 

選択する研究分野の専門分野選択科

目４単位を含む１０単位以上 

 

 

専 
 
 

門 
 
 

分 
 
 

野 
 
 

選 
 
 

択 
 
 

科 
 
 

目 

看護実証病態学特論 

臨床病態機能論 

看護実践実証論 

看護援助学特論 

看護援助実践論 

看護相談援助特論 

看護管理学特論 

看護感染管理論 

看護人材育成論 

看護情報学特論 

母性看護学特論 

女性健康看護学特論 

小児発達看護学特論 

小児看護学特論 

学校保健看護学特論 

学校保健看護活動論 

成人看護学特論 

成人看護援助論 

老年看護学特論 

老年看護援助論 

地域保健看護学特論 

地域保健看護活動論 

在宅看護学特論 

在宅看護援助論 

精神保健看護学特論 

精神保健看護システム論 

 

１ 前 

１ 後 

１ 後 

１ 前 

１ 後 

１ 前 

１ 前 

１ 後 

１ 後 

１ 前 

１ 前 

１ 後 

１ 前 

１ 後 

１ 前 

１ 後 

１ 前 

１ 後 

１ 前 

１ 後 

１ 前 

１ 後 

１ 前 

１ 後 

１ 前 

１ 後 

 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

研 

究 

指 

導 

科 

目 

看護実証病態学演習 

看護援助学演習 

看護教育学演習 

看護管理学演習 

基礎・教育・管理看護学研究 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

 

 

８ 

８ 

８ 

８ 

８ 

選択 

選択する研究分野の看護学演習８単

位及び看護学研究８単位の計１６単位

 

母性・女性健康看護学演習 

小児看護学演習 

学校保健看護学演習 

母子看護学研究 

１ 

１ 

１ 

２ 

 

８ 

８ 

８ 

８ 

成人看護学演習Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ 

老年看護学演習 

成人・老年看護学研究 

１ 

１ 

２ 

 

各２

８ 

８ 

地域保健看護学演習 

在宅看護学演習 

精神保健看護学演習 

地域看護学研究 

１ 

１ 

１ 

２ 

 

８ 

８ 

８ 

８ 

・研究指導科目の「○○研究」は、修了が認められた時に成績が確定する。 
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看護学研究科

2)看護学研究科看護学専攻博士前期課程（高度実践看護師（専門看護師）ＣＮＳコース） 
 

授  業  科  目  の  名  称 配当年次
単 位 数 

備    考 
必修 選択

専            

門           

科            

目 

共通 
必修科
目 

看護研究法Ⅰ＊ 
看護研究法Ⅱ＊ 

１ 前 
１ 後 

２ 
２ 

 

必修 ４単位 
 
＊科目は高度実践看護師教育課程に 

おける共通科目Ａ認定科目 

共通 
選択科
目 

看護倫理＊ 
コンサルテーション論＊ 
看護教育学＊ 
統計学特論 
病態解析論 
医療経済学 

１・２ 前
１・２ 後
１・２ 前
１・２ 前
１・２ 前
１・２ 後

 
 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
１ 

選択 ６単位以上 
 
＊科目から６単位（３科目）は必ず選択 

すること 
＊科目は高度実践看護師教育課程に 

おける共通科目Ａ認定科目 

フィジカルアセスメント＊ 
臨床薬理学＊ 
病態生理学＊ 

１前 
１後 
１前 

 
２ 
２ 
２ 

選択 ６単位 
慢性疾患看護ＣＮＳコース、がん看護Ｃ
ＮＳコースのみ選択可 
 
＊科目は高度実践看護師教育課程に 

おける共通科目Ｂ認定科目 

専 
 
 

門 
 
 

分 
 
 

野 
 
 

選 
 
 

択 
 
 

科 
 
 

目 

看護実証病態学特論 
臨床病態機能論 
看護実践実証論 
看護援助学特論＊ 
看護援助実践論 
看護相談援助特論 
看護管理学特論 
看護感染管理論 
看護人材育成論 
看護情報学特論 
母性看護学特論 
女性健康看護学特論 
小児発達看護学特論 
小児看護学特論 
学校保健看護学特論 
学校保健看護活動論 
老年看護学特論 
老年看護援助論 
慢性看護学特論Ⅰ 
慢性看護学特論Ⅱ 
慢性看護学特論Ⅲ 
慢性看護学特論Ⅳ 
慢性看護学特論Ⅴ 
がん病態生理学 
がん看護学特論 
がん看護援助論 
地域保健看護学特論 
地域保健看護活動論 
在宅看護学特論 
在宅看護援助論 
精神保健看護学特論 
精神保健看護システム論 

１ 前
１ 後
１ 後
１ 前
１ 後
１ 前
１ 前
１ 後
１ 後
１ 前
１ 前
１ 後
１ 前
１ 後
１ 前
１ 後
１ 前
１ 後
１ 前
１ 後
１ 後
１ 前
１ 後
１ 前
１ 前
１ 後
１ 前
１ 後
１ 前
１ 後
１ 前
１ 後

 ２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

選択  
各ＣＮＳコースで指定された科目を選択
 
慢性疾患看護ＣＮＳコースは１０単位、 
がん看護ＣＮＳコースは６単位 
 
＊科目は高度実践看護師教育課程に 

おける共通科目Ａ認定科目 

慢性看護学特論Ⅱ演習 
慢性看護学特論Ⅲ演習A 
慢性看護学特論Ⅲ演習B 
がん看護学演習Ⅰ（がん薬物療法看護） 
がん看護学演習Ⅱ（がん薬物療法援助論） 
がん看護学演習Ⅲ（緩和ケアⅠ） 
がん看護学演習Ⅳ（緩和ケアⅡ） 

１ 後
１ 後
１ 後
１ 前
１ 後
１ 後
１ 後

 ２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

 
選択  
各ＣＮＳコースで指定された科目を選択 
 
慢性疾患看護ＣＮＳコースは６単位、 
がん看護ＣＮＳコースは８単位 
 

実
習
科
目 

慢性看護学実習Ⅰ 
慢性看護学実習Ⅱ 
慢性看護学実習Ⅲ 
慢性看護学実習Ⅳ 
がん看護学実習Ⅰ（役割） 
がん看護学実習Ⅱ（高度実践） 
がん看護学実習Ⅲ（緩和ケア病棟・在宅緩和ケア）

１ 後 
２ 前
２ 前
２ 前
１ 後
２ 前
２ 前

 ２ 
２ 
４ 
２ 
２ 
５ 
３ 

選択  
各ＣＮＳコースで指定された科目を選択
 
慢性疾患看護ＣＮＳコース、がんＣＮＳコ
ースは１０単位 

研究指導科目 
成人・老年看護学研究 
課題研究（慢性疾患看護） 
課題研究（がん看護学） 

２ 
２ 
２ 

 
８ 
２ 
２ 

選択 ２単位以上 

 
・研究指導科目の「○○研究」は、修了が認められた時に成績が確定する。 

２ 履修モデル 

 

 《基礎・管理看護学領域（看護実証病態学研究分野）》 
区 分 授業科目名 単位数 

共通必修科目 
看護研究法Ⅰ 

看護研究法Ⅱ 

２ 

２ 

共通選択科目及び専門分野選択科目

（専攻する研究分野の科目を除く。） 

選択範囲から３科目 

 （但し開講する科目から選択できる） 
６ 

専門分野選択科目 

（専攻する研究分野の科目） 

看護実証病態学特論 

臨床病態機能論 

看護実践実証論 

２     

２  このうち 

２   ４単位 

研究指導科目 
看護実証病態学演習 

基礎・教育・管理看護学研究（看護実証病態学） 

８ 

８ 

合     計 ３０ 

 

 

 《基礎・管理看護学領域（看護援助学研究分野）》 
区 分 授業科目名 単位数 

共通必修科目 
看護研究法Ⅰ 

看護研究法Ⅱ 

２ 

２ 

共通選択科目及び専門分野選択科目

（専攻する研究分野の科目を除く。） 

選択範囲から３科目 

 （但し開講する科目から選択できる） 
６ 

専門分野選択科目 

（専攻する研究分野の科目） 

看護援助学特論 

看護援助実践論 

２ 

２ 

研究指導科目 
看護援助学演習 

基礎・教育・管理看護学研究（看護援助学） 

８ 

８ 

合     計 ３０ 

 

博士前期課程の学生は、主指導教員が担当する専門分野選択科目を 2単位以上履修してください。
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Ⅱ　授業科目

2)看護学研究科看護学専攻博士前期課程（高度実践看護師（専門看護師）ＣＮＳコース） 
 

授  業  科  目  の  名  称 配当年次
単 位 数 

備    考 
必修 選択

専            

門           

科            

目 

共通 
必修科
目 

看護研究法Ⅰ＊ 
看護研究法Ⅱ＊ 

１ 前 
１ 後 

２ 
２ 

 

必修 ４単位 
 
＊科目は高度実践看護師教育課程に 

おける共通科目Ａ認定科目 

共通 
選択科
目 

看護倫理＊ 
コンサルテーション論＊ 
看護教育学＊ 
統計学特論 
病態解析論 
医療経済学 

１・２ 前
１・２ 後
１・２ 前
１・２ 前
１・２ 前
１・２ 後

 
 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
１ 

選択 ６単位以上 
 
＊科目から６単位（３科目）は必ず選択 

すること 
＊科目は高度実践看護師教育課程に 

おける共通科目Ａ認定科目 

フィジカルアセスメント＊ 
臨床薬理学＊ 
病態生理学＊ 

１前 
１後 
１前 

 
２ 
２ 
２ 

選択 ６単位 
慢性疾患看護ＣＮＳコース、がん看護Ｃ
ＮＳコースのみ選択可 
 
＊科目は高度実践看護師教育課程に 

おける共通科目Ｂ認定科目 

専 
 
 

門 
 
 

分 
 
 

野 
 
 

選 
 
 

択 
 
 

科 
 
 

目 

看護実証病態学特論 
臨床病態機能論 
看護実践実証論 
看護援助学特論＊ 
看護援助実践論 
看護相談援助特論 
看護管理学特論 
看護感染管理論 
看護人材育成論 
看護情報学特論 
母性看護学特論 
女性健康看護学特論 
小児発達看護学特論 
小児看護学特論 
学校保健看護学特論 
学校保健看護活動論 
老年看護学特論 
老年看護援助論 
慢性看護学特論Ⅰ 
慢性看護学特論Ⅱ 
慢性看護学特論Ⅲ 
慢性看護学特論Ⅳ 
慢性看護学特論Ⅴ 
がん病態生理学 
がん看護学特論 
がん看護援助論 
地域保健看護学特論 
地域保健看護活動論 
在宅看護学特論 
在宅看護援助論 
精神保健看護学特論 
精神保健看護システム論 

１ 前
１ 後
１ 後
１ 前
１ 後
１ 前
１ 前
１ 後
１ 後
１ 前
１ 前
１ 後
１ 前
１ 後
１ 前
１ 後
１ 前
１ 後
１ 前
１ 後
１ 後
１ 前
１ 後
１ 前
１ 前
１ 後
１ 前
１ 後
１ 前
１ 後
１ 前
１ 後

 ２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

選択  
各ＣＮＳコースで指定された科目を選択
 
慢性疾患看護ＣＮＳコースは１０単位、 
がん看護ＣＮＳコースは６単位 
 
＊科目は高度実践看護師教育課程に 

おける共通科目Ａ認定科目 

慢性看護学特論Ⅱ演習 
慢性看護学特論Ⅲ演習A 
慢性看護学特論Ⅲ演習B 
がん看護学演習Ⅰ（がん薬物療法看護） 
がん看護学演習Ⅱ（がん薬物療法援助論） 
がん看護学演習Ⅲ（緩和ケアⅠ） 
がん看護学演習Ⅳ（緩和ケアⅡ） 

１ 後
１ 後
１ 後
１ 前
１ 後
１ 後
１ 後

 ２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

 
選択  
各ＣＮＳコースで指定された科目を選択 
 
慢性疾患看護ＣＮＳコースは６単位、 
がん看護ＣＮＳコースは８単位 
 

実
習
科
目 

慢性看護学実習Ⅰ 
慢性看護学実習Ⅱ 
慢性看護学実習Ⅲ 
慢性看護学実習Ⅳ 
がん看護学実習Ⅰ（役割） 
がん看護学実習Ⅱ（高度実践） 
がん看護学実習Ⅲ（緩和ケア病棟・在宅緩和ケア）

１ 後 
２ 前
２ 前
２ 前
１ 後
２ 前
２ 前

 ２ 
２ 
４ 
２ 
２ 
５ 
３ 

選択  
各ＣＮＳコースで指定された科目を選択
 
慢性疾患看護ＣＮＳコース、がんＣＮＳコ
ースは１０単位 

研究指導科目 
成人・老年看護学研究 
課題研究（慢性疾患看護） 
課題研究（がん看護学） 

２ 
２ 
２ 

 
８ 
２ 
２ 

選択 ２単位以上 

 
・研究指導科目の「○○研究」は、修了が認められた時に成績が確定する。 

２ 履修モデル 

 

 《基礎・管理看護学領域（看護実証病態学研究分野）》 
区 分 授業科目名 単位数 

共通必修科目 
看護研究法Ⅰ 

看護研究法Ⅱ 

２ 

２ 

共通選択科目及び専門分野選択科目

（専攻する研究分野の科目を除く。） 

選択範囲から３科目 

 （但し開講する科目から選択できる） 
６ 

専門分野選択科目 

（専攻する研究分野の科目） 

看護実証病態学特論 

臨床病態機能論 

看護実践実証論 

２     

２  このうち 

２   ４単位 

研究指導科目 
看護実証病態学演習 

基礎・教育・管理看護学研究（看護実証病態学） 

８ 

８ 

合     計 ３０ 

 

 

 《基礎・管理看護学領域（看護援助学研究分野）》 
区 分 授業科目名 単位数 

共通必修科目 
看護研究法Ⅰ 

看護研究法Ⅱ 

２ 

２ 

共通選択科目及び専門分野選択科目

（専攻する研究分野の科目を除く。） 

選択範囲から３科目 

 （但し開講する科目から選択できる） 
６ 

専門分野選択科目 

（専攻する研究分野の科目） 

看護援助学特論 

看護援助実践論 

２ 

２ 

研究指導科目 
看護援助学演習 

基礎・教育・管理看護学研究（看護援助学） 

８ 

８ 

合     計 ３０ 

 

博士前期課程の学生は、主指導教員が担当する専門分野選択科目を 2単位以上履修してください。
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看護学研究科
 

 《基礎・管理看護学領域（看護管理学研究分野）》 
区 分 授業科目名 単位数 

共通必修科目 
看護研究法Ⅰ 

看護研究法Ⅱ 

２ 

２ 

共通選択科目及び専門分野選択科目

（専攻する研究分野の科目を除く。） 

選択範囲から３科目 

（但し開講する科目から選択できる） 
６ 

専門分野選択科目 

（専攻する研究分野の科目） 

看護管理学特論 

看護情報学特論    このうち２科目 

看護人材育成論 

２     

２  このうち 

２   ４単位 

研究指導科目 
看護管理学演習 

基礎・教育・管理看護学研究（看護管理学） 

８ 

８ 

合     計 ３０ 

 

 

 

 《基礎・管理看護学領域（看護教育学研究分野）》
区 分 授業科目名 単位数 

共通必修科目 
看護研究法Ⅰ 

看護研究法Ⅱ 

２ 

２ 

共通選択科目及び専門分野選択科目

（専攻する研究分野の科目を除く。） 

選択範囲から３科目 

(但し開講する科目から選択できる) 
６ 

専門分野選択科目 

（専攻する研究分野の科目） 

看護人材育成論 

看護教育学 

 (※共通選択科目である看護教育学を特論科目とみなす) 

２ 

２ 

 

研究指導科目 
看護教育学演習  

基礎・教育・管理看護学研究（看護教育学） 

８ 

８ 

合     計 ３０ 

 

 

 《母子看護学領域（母性・女性健康看護学研究分野）》 
区 分 授業科目名 単位数 

共通必修科目 
看護研究法Ⅰ 

看護研究法Ⅱ 

２ 

２ 

共通選択科目及び専門分野選択科

目（専攻する研究分野の科目を除

く。） 

選択範囲から３科目 

 （但し開講する科目から選択できる） 
６ 

専門分野選択科目 

（専攻する研究分野の科目） 

母性看護学特論 

女性健康看護学特論 

 ２ 

 ２ 

研究指導科目 
母性・女性健康看護学演習 

母子看護学研究（母性・女性健康看護学） 

８ 

８ 

合     計 ３０ 

 

 《母子看護学領域（小児看護学研究分野）》 
区 分 授業科目名 単位数 

共通必修科目 
看護研究法Ⅰ 

看護研究法Ⅱ 

２ 

２ 

共通選択科目及び専門分野選択科

目（専攻する研究分野の科目を除

く。） 

選択範囲から３科目 

 （但し開講する科目から選択できる） 
６ 

専門分野選択科目 

（専攻する研究分野の科目） 

小児発達看護学特論 

小児看護学特論 

２ 

２ 

研究指導科目 
小児看護学演習 

母子看護学研究（小児看護学） 

８ 

８ 

合     計 ３０ 

 

 

 《母子看護学領域（学校保健看護学研究分野）》 
区 分 授業科目名 単位数 

共通必修科目 
看護研究法Ⅰ 

看護研究法Ⅱ 

２ 

２ 

共通選択科目及び専門分野選択科目

（専攻する研究分野の科目を除く。） 

選択範囲から３科目 

 （但し開講する科目から選択できる） 
６ 

専門分野選択科目 

（専攻する研究分野の科目） 

学校保健看護学特論 

学校保健看護活動論 

２ 

２ 

研究指導科目 
学校保健看護学演習 

母子看護学研究（学校保健看護学） 

８ 

８ 

合     計 ３０ 
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Ⅱ　授業科目
 

 《基礎・管理看護学領域（看護管理学研究分野）》 
区 分 授業科目名 単位数 

共通必修科目 
看護研究法Ⅰ 

看護研究法Ⅱ 

２ 

２ 

共通選択科目及び専門分野選択科目

（専攻する研究分野の科目を除く。） 

選択範囲から３科目 

（但し開講する科目から選択できる） 
６ 

専門分野選択科目 

（専攻する研究分野の科目） 

看護管理学特論 

看護情報学特論    このうち２科目 

看護人材育成論 

２     

２  このうち 

２   ４単位 

研究指導科目 
看護管理学演習 

基礎・教育・管理看護学研究（看護管理学） 

８ 

８ 

合     計 ３０ 

 

 

 

 《基礎・管理看護学領域（看護教育学研究分野）》
区 分 授業科目名 単位数 

共通必修科目 
看護研究法Ⅰ 

看護研究法Ⅱ 

２ 

２ 

共通選択科目及び専門分野選択科目

（専攻する研究分野の科目を除く。） 

選択範囲から３科目 

(但し開講する科目から選択できる) 
６ 

専門分野選択科目 

（専攻する研究分野の科目） 

看護人材育成論 

看護教育学 

 (※共通選択科目である看護教育学を特論科目とみなす) 

２ 

２ 

 

研究指導科目 
看護教育学演習  

基礎・教育・管理看護学研究（看護教育学） 

８ 

８ 

合     計 ３０ 

 

 

 《母子看護学領域（母性・女性健康看護学研究分野）》 
区 分 授業科目名 単位数 

共通必修科目 
看護研究法Ⅰ 

看護研究法Ⅱ 

２ 

２ 

共通選択科目及び専門分野選択科

目（専攻する研究分野の科目を除

く。） 

選択範囲から３科目 

 （但し開講する科目から選択できる） 
６ 

専門分野選択科目 

（専攻する研究分野の科目） 

母性看護学特論 

女性健康看護学特論 

 ２ 

 ２ 

研究指導科目 
母性・女性健康看護学演習 

母子看護学研究（母性・女性健康看護学） 

８ 

８ 

合     計 ３０ 

 

 《母子看護学領域（小児看護学研究分野）》 
区 分 授業科目名 単位数 

共通必修科目 
看護研究法Ⅰ 

看護研究法Ⅱ 

２ 

２ 

共通選択科目及び専門分野選択科

目（専攻する研究分野の科目を除

く。） 

選択範囲から３科目 

 （但し開講する科目から選択できる） 
６ 

専門分野選択科目 

（専攻する研究分野の科目） 

小児発達看護学特論 

小児看護学特論 

２ 

２ 

研究指導科目 
小児看護学演習 

母子看護学研究（小児看護学） 

８ 

８ 

合     計 ３０ 

 

 

 《母子看護学領域（学校保健看護学研究分野）》 
区 分 授業科目名 単位数 

共通必修科目 
看護研究法Ⅰ 

看護研究法Ⅱ 

２ 

２ 

共通選択科目及び専門分野選択科目

（専攻する研究分野の科目を除く。） 

選択範囲から３科目 

 （但し開講する科目から選択できる） 
６ 

専門分野選択科目 

（専攻する研究分野の科目） 

学校保健看護学特論 

学校保健看護活動論 

２ 

２ 

研究指導科目 
学校保健看護学演習 

母子看護学研究（学校保健看護学） 

８ 

８ 

合     計 ３０ 
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看護学研究科
 

 《成人・老年看護学領域（成人看護学研究分野）》 
区 分 授業科目名 単位数 

共通必修科目 
看護研究法Ⅰ 

看護研究法Ⅱ 

２ 

２ 

共通選択科目及び専門分野選択科目 
選択範囲から３科目 

 （但し開講する科目から選択できる） 
６ 

専門分野選択科目 

（専攻する研究分野の科目） 

成人看護学特論      

成人看護援助論     

２ 

２ 

研究指導科目 

成人看護学演習Ⅰ 

成人看護学演習Ⅱ   

成人看護学演習Ⅲ 

成人看護学演習Ⅳ 

成人・老年看護学研究（成人看護学） 

２ 

２ 

２ 

２ 

８ 

合     計 ３０ 

 

 

 

 

 

 

 《成人・老年看護学領域（老年看護学研究分野）》 
区 分 授業科目名 単位数 

共通必修科目 
看護研究法Ⅰ 

看護研究法Ⅱ 

２ 

２ 

共通選択科目及び専門分野選択科目

（専攻する研究分野の科目を除く。） 

選択範囲から３科目 

 （但し開講する科目から選択できる） 
６ 

専門分野選択科目 

（専攻する研究分野の科目） 

老年看護学特論 

老年看護援助論 

２ 

２ 

研究指導科目 
老年看護学演習 

成人・老年看護学研究（老年看護学） 

８ 

８ 

合     計 ３０ 

 

 

 《成人・老年看護学領域(成人看護学研究分野(慢性疾患看護ＣＮＳコース））》 
区 分 授業科目名 単位数 

共通必修科目 
看護研究法Ⅰ 

看護研究法Ⅱ 

２ 

２ 

共通選択科目及び専門分野選択科目 

看護倫理 

コンサルテーション論   このうち 

看護援助学特論       ３科目 

看護教育学 

２ 

２   このうち 

２    ６単位 

２ 

共通選択科目（選択必修） 

フィジカルアセスメント 

病態生理学 

臨床薬理学 

２ 

２ 

２ 

専門分野選択科目 

（選択必修） 

慢性看護学特論Ⅰ 

慢性看護学特論Ⅱ 

慢性看護学特論Ⅱ演習 

慢性看護学特論Ⅲ 

慢性看護学特論Ⅲ演習 A 

慢性看護学特論Ⅲ演習 B 

慢性看護学特論Ⅳ 

慢性看護学特論Ⅴ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

実習科目（選択必修） 

慢性看護学実習Ⅰ 

慢性看護学実習Ⅱ 

慢性看護学実習Ⅲ 

慢性看護学実習Ⅳ 

２ 

２ 

４ 

２ 

研究指導科目（選択必修） 課題研究（慢性疾患看護） ２ 

合      計 ４４ 

 

 《成人・老年看護学領域(成人看護学研究分野(がん看護ＣＮＳコース））》 
区分 授業科目名 単位数 

共通必修科目 看護研究方法Ⅰ 

看護研究方法Ⅱ 

２ 

２ 

共通選択科目及び専門分野選択科目 看護倫理 

コンサルテーション論 

看護援助学特論 

看護教育学 

２ 

２ 

２ 

２ 

共通選択科目（選択必修） フィジカルアセスメント 

病態生理学 

臨床薬理学 

２ 

２ 

２ 

専門分野選択科目 

（選択必修） 

がん病態生理学 

がん看護学特論 

がん看護援助論 

がん看護学演習Ⅰ（がん薬物療法看護） 

がん看護学演習Ⅱ（がん薬物療法援助論） 

がん看護学演習Ⅲ（緩和ケアⅠ） 

がん看護学演習Ⅳ（緩和ケアⅡ） 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

実習科目 

（選択必修） 

がん看護学実習Ⅰ（役割） 

がん看護学実習Ⅱ（高度実践） 

がん看護学実習Ⅲ（緩和ケア病棟・在宅緩和ケア） 

２ 

５ 

３ 

研究指導科目（選択必修） 課題研究（がん看護学） ２ 

合  計 ４２ 

このうち

３科目 

このうち 

６単位 
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Ⅱ　授業科目
 

 《成人・老年看護学領域（成人看護学研究分野）》 
区 分 授業科目名 単位数 

共通必修科目 
看護研究法Ⅰ 

看護研究法Ⅱ 

２ 

２ 

共通選択科目及び専門分野選択科目 
選択範囲から３科目 

 （但し開講する科目から選択できる） 
６ 

専門分野選択科目 

（専攻する研究分野の科目） 

成人看護学特論      

成人看護援助論     

２ 

２ 

研究指導科目 

成人看護学演習Ⅰ 

成人看護学演習Ⅱ   

成人看護学演習Ⅲ 

成人看護学演習Ⅳ 

成人・老年看護学研究（成人看護学） 

２ 

２ 

２ 

２ 

８ 

合     計 ３０ 

 

 

 

 

 

 

 《成人・老年看護学領域（老年看護学研究分野）》 
区 分 授業科目名 単位数 

共通必修科目 
看護研究法Ⅰ 

看護研究法Ⅱ 

２ 

２ 

共通選択科目及び専門分野選択科目

（専攻する研究分野の科目を除く。） 

選択範囲から３科目 

 （但し開講する科目から選択できる） 
６ 

専門分野選択科目 

（専攻する研究分野の科目） 

老年看護学特論 

老年看護援助論 

２ 

２ 

研究指導科目 
老年看護学演習 

成人・老年看護学研究（老年看護学） 

８ 

８ 

合     計 ３０ 

 

 

 《成人・老年看護学領域(成人看護学研究分野(慢性疾患看護ＣＮＳコース））》 
区 分 授業科目名 単位数 

共通必修科目 
看護研究法Ⅰ 

看護研究法Ⅱ 

２ 

２ 

共通選択科目及び専門分野選択科目 

看護倫理 

コンサルテーション論   このうち 

看護援助学特論       ３科目 

看護教育学 

２ 

２   このうち 

２    ６単位 

２ 

共通選択科目（選択必修） 

フィジカルアセスメント 

病態生理学 

臨床薬理学 

２ 

２ 

２ 

専門分野選択科目 

（選択必修） 

慢性看護学特論Ⅰ 

慢性看護学特論Ⅱ 

慢性看護学特論Ⅱ演習 

慢性看護学特論Ⅲ 

慢性看護学特論Ⅲ演習 A 

慢性看護学特論Ⅲ演習 B 

慢性看護学特論Ⅳ 

慢性看護学特論Ⅴ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

実習科目（選択必修） 

慢性看護学実習Ⅰ 

慢性看護学実習Ⅱ 

慢性看護学実習Ⅲ 

慢性看護学実習Ⅳ 

２ 

２ 

４ 

２ 

研究指導科目（選択必修） 課題研究（慢性疾患看護） ２ 

合      計 ４４ 

 

 《成人・老年看護学領域(成人看護学研究分野(がん看護ＣＮＳコース））》 
区分 授業科目名 単位数 

共通必修科目 看護研究方法Ⅰ 

看護研究方法Ⅱ 

２ 

２ 

共通選択科目及び専門分野選択科目 看護倫理 

コンサルテーション論 

看護援助学特論 

看護教育学 

２ 

２ 

２ 

２ 

共通選択科目（選択必修） フィジカルアセスメント 

病態生理学 

臨床薬理学 

２ 

２ 

２ 

専門分野選択科目 

（選択必修） 

がん病態生理学 

がん看護学特論 

がん看護援助論 

がん看護学演習Ⅰ（がん薬物療法看護） 

がん看護学演習Ⅱ（がん薬物療法援助論） 

がん看護学演習Ⅲ（緩和ケアⅠ） 

がん看護学演習Ⅳ（緩和ケアⅡ） 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

実習科目 

（選択必修） 

がん看護学実習Ⅰ（役割） 

がん看護学実習Ⅱ（高度実践） 

がん看護学実習Ⅲ（緩和ケア病棟・在宅緩和ケア） 

２ 

５ 

３ 

研究指導科目（選択必修） 課題研究（がん看護学） ２ 

合  計 ４２ 

このうち

３科目 

このうち 

６単位 
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看護学研究科
 

 《地域看護学領域（地域保健看護学研究分野）》 
区 分 授業科目名 単位数 

共通必修科目 
看護研究法Ⅰ 

看護研究法Ⅱ 

２ 

２ 

共通選択科目及び専門分野選択科

目（専攻する研究分野の科目を除

く。） 

選択範囲から３科目 

 （但し開講する科目から選択できる） 
６ 

専門分野選択科目 

（専攻する研究分野の科目） 

地域保健看護学特論 

地域保健看護活動論 

２ 

２ 

研究指導科目 
地域保健看護学演習 

地域看護学研究（地域保健看護学） 

８ 

８ 

合     計 ３０ 

 

 《地域看護学領域（在宅看護学研究分野）》 
区 分 授業科目名 単位数 

共通必修科目 
看護研究法Ⅰ 

看護研究法Ⅱ 

２ 

２ 

共通選択科目及び専門分野選択科

目（専攻する研究分野の科目を除

く。） 

選択範囲から３科目 

 （但し開講する科目から選択できる） 
６ 

専門分野選択科目 

（専攻する研究分野の科目） 

在宅看護学特論 

在宅看護援助論 

２ 

２ 

研究指導科目 
在宅看護学演習 

地域看護学研究（在宅看護学） 

８ 

８ 

合     計 ３０ 

 
 

 《地域看護学領域（精神保健看護学研究分野）》 
区 分 授業科目名 単位数 

共通必修科目 
看護研究法Ⅰ 

看護研究法Ⅱ 

２ 

２ 

共通選択科目及び専門分野選択科目

（専攻する研究分野の科目を除く。） 

選択範囲から３科目 

 （但し開講する科目から選択できる） 
６ 

専門分野選択科目 

（専攻する研究分野の科目） 

精神保健看護学特論 

精神保健看護システム論 

２ 

２ 

研究指導科目 
精神保健看護学演習 

地域看護学研究（精神保健看護学） 

８ 

８ 

合     計 ３０ 

 

 

 



Ⅲ　養護教諭専修免許状取得課程

 

 《地域看護学領域（地域保健看護学研究分野）》 
区 分 授業科目名 単位数 

共通必修科目 
看護研究法Ⅰ 

看護研究法Ⅱ 

２ 

２ 

共通選択科目及び専門分野選択科

目（専攻する研究分野の科目を除

く。） 

選択範囲から３科目 

 （但し開講する科目から選択できる） 
６ 

専門分野選択科目 

（専攻する研究分野の科目） 

地域保健看護学特論 

地域保健看護活動論 

２ 

２ 

研究指導科目 
地域保健看護学演習 

地域看護学研究（地域保健看護学） 

８ 

８ 

合     計 ３０ 

 

 《地域看護学領域（在宅看護学研究分野）》 
区 分 授業科目名 単位数 

共通必修科目 
看護研究法Ⅰ 

看護研究法Ⅱ 

２ 

２ 

共通選択科目及び専門分野選択科

目（専攻する研究分野の科目を除

く。） 

選択範囲から３科目 

 （但し開講する科目から選択できる） 
６ 

専門分野選択科目 

（専攻する研究分野の科目） 

在宅看護学特論 

在宅看護援助論 

２ 

２ 

研究指導科目 
在宅看護学演習 

地域看護学研究（在宅看護学） 

８ 

８ 

合     計 ３０ 

 
 

 《地域看護学領域（精神保健看護学研究分野）》 
区 分 授業科目名 単位数 

共通必修科目 
看護研究法Ⅰ 

看護研究法Ⅱ 

２ 

２ 

共通選択科目及び専門分野選択科目

（専攻する研究分野の科目を除く。） 

選択範囲から３科目 

 （但し開講する科目から選択できる） 
６ 

専門分野選択科目 

（専攻する研究分野の科目） 

精神保健看護学特論 

精神保健看護システム論 

２ 

２ 

研究指導科目 
精神保健看護学演習 

地域看護学研究（精神保健看護学） 

８ 

８ 

合     計 ３０ 

 

 

 



養護教諭専修免許状取得課程 

本研究科において、取得できる「教育職員免許状」の種類は、「養護教諭専修免許状」です。 

 

 養護教諭専修免許状取得要件 

養護教諭一種免許状を取得していることが要件となります。 

 取得単位数 

次の指定された授業科目のうちから、24単位以上を修得しなければなりません。 
 
 

  

 

教育職員免許法施行規則に

定める科目区分及び免許状

取得に必要な最低単位数 
授業科目の名称 

単位数 

備    考 

必 修 選 択
科 目 単位数 

養護に関する科目 ２４単位以上 看護研究法Ⅰ 

看護研究法Ⅱ 

看護相談援助特論 

学校保健看護活動論 

 

看護実証病態学演習 

看護援助学演習 

看護管理学演習 

母性・女性健康看護学演習 

小児看護学演習 

学校保健看護学演習 

成人看護学演習Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ

老年看護学演習 

地域保健看護学演習 

在宅看護学演習 

精神保健看護学演習 

基礎・教育・管理看護学研究 

母子看護学研究 

成人・老年看護学研究 

地域看護学研究 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

８ 

８ 

８ 

８ 

８ 

８（各２）

８ 

８ 

８ 

８ 

８ 

８ 

８ 

８ 

〇 必修又は選択の別は、教育職

員免許状を取得する上での必修・

選択の別であり、修了要件として

の必修・選択の別とは異なるもの

であること。 

各領域の演習８単位及び

研究８単位の計16単位を

選択し、修得すること。 
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Ⅲ　養護教諭専修免許状取得課程

養護教諭専修免許状取得課程 

本研究科において、取得できる「教育職員免許状」の種類は、「養護教諭専修免許状」です。 

 

 養護教諭専修免許状取得要件 

養護教諭一種免許状を取得していることが要件となります。 

 取得単位数 

次の指定された授業科目のうちから、24単位以上を修得しなければなりません。 
 
 

  

 

教育職員免許法施行規則に

定める科目区分及び免許状

取得に必要な最低単位数 
授業科目の名称 

単位数 

備    考 

必 修 選 択
科 目 単位数 

養護に関する科目 ２４単位以上 看護研究法Ⅰ 

看護研究法Ⅱ 

看護相談援助特論 

学校保健看護活動論 

 

看護実証病態学演習 

看護援助学演習 

看護管理学演習 

母性・女性健康看護学演習 

小児看護学演習 

学校保健看護学演習 

成人看護学演習Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ

老年看護学演習 

地域保健看護学演習 

在宅看護学演習 

精神保健看護学演習 

基礎・教育・管理看護学研究 

母子看護学研究 

成人・老年看護学研究 

地域看護学研究 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

８ 

８ 

８ 

８ 

８ 

８（各２）

８ 

８ 

８ 

８ 

８ 

８ 

８ 

８ 

〇 必修又は選択の別は、教育職

員免許状を取得する上での必修・

選択の別であり、修了要件として

の必修・選択の別とは異なるもの

であること。 

各領域の演習８単位及び

研究８単位の計16単位を

選択し、修得すること。 





Ⅳ　修士論文（博士前期課程）



修士論文

■ 修士論文等の審査 

修士課程の修了要件を満たす見込みが立ち、修士論文または専門看護師教育課程の課題研究の審査

を受けようとする学生は、論文内容の審査を申請します。 

■ 修士論文作成等スケジュール 

修士論文の作成及び提出等に係る日程は、下表のとおりです。書類提出期限、様式等については、

別途配布する「学位申請手続要項」「看護学研究科スケジュール」を参照してください。

 

【【修士（学位）論文・課題研究審査の流れ】 

 

時 期 
 

入
学
年
度 

入学時 
 

 

8～9月 

10～11月 

1～2月 

 

 

 

 

毎年 

4～5月 

8～9月 

10～11月 

1～2月 

 

修
了
年
度 

11月 

(9月修了の場合は 

次年度5月) 

 

 

 

 

1月 
 

2月 

 

(9月修了の場合は 

 次年度7～8月) 

 

 

 

 

 

 

 

 

3月 

 

(9月修了の場合は 

次年度9月) 

 

 

 

 

 

 

 
学位授与 

学位論文発表会(公開) 

学位論文(製本)提出 

学位論文審査申請 

学位論文題名報告 

研究計画書等の提出・研究倫理審査申請 

学生が行う手続・発表等 博士前期課程研究指導会議が行う事項 

主指導教員・副指導教員の決定 

研究倫理審査 

学位論文審査(主査・副査) 

学位論文審査 

(博士前期課程研究指導会議) 

修了判定 

学位論文(最終版)提出 
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Ⅳ　修士論文

修士論文

■ 修士論文等の審査 

修士課程の修了要件を満たす見込みが立ち、修士論文または専門看護師教育課程の課題研究の審査

を受けようとする学生は、論文内容の審査を申請します。 

■ 修士論文作成等スケジュール 

修士論文の作成及び提出等に係る日程は、下表のとおりです。書類提出期限、様式等については、

別途配布する「学位申請手続要項」「看護学研究科スケジュール」を参照してください。

 

【【修士（学位）論文・課題研究審査の流れ】 

 

時 期 
 

入
学
年
度 

入学時 
 

 

8～9月 

10～11月 

1～2月 

 

 

 

 

毎年 

4～5月 

8～9月 

10～11月 

1～2月 

 

修
了
年
度 

11月 

(9月修了の場合は 

次年度5月) 

 

 

 

 

1月 
 

2月 

 

(9月修了の場合は 

 次年度7～8月) 

 

 

 

 

 

 

 

 

3月 

 

(9月修了の場合は 

次年度9月) 

 

 

 

 

 

 

 
学位授与 

学位論文発表会(公開) 

学位論文(製本)提出 

学位論文審査申請 

学位論文題名報告 

研究計画書等の提出・研究倫理審査申請 

学生が行う手続・発表等 博士前期課程研究指導会議が行う事項 

主指導教員・副指導教員の決定 

研究倫理審査 

学位論文審査(主査・副査) 

学位論文審査 

(博士前期課程研究指導会議) 

修了判定 

学位論文(最終版)提出 





Ⅴ　看護学研究科（博士後期課程）の概要



看護学研究科博士後期課程の概要 

 

 

 １．教育研究の目標 

 

博士後期課程においては、看護学の知識の蓄積に貢献する研究を独自に計画し遂行することができる研

究者、確かな研究成果を基盤とした高度な技術を駆使する実践者、そして、優れた看護を中心に医療の改

善を推進できる指導的実践者として、次のような人材を養成することを目標としています。 
 

・ ２１世紀における総合保健医療の発展に寄与できる人材 

   現代社会における暮らしを支え、保健医療を支えるチームとして、高度化、複雑化し続ける医学・

看護学の分野で高い研究能力と実践力を身につけ、新たな技術開発、最適なシステムの構築、知識の

体系化に貢献できる人材。 
 
・ より良い看護実践に寄与できるリーダーシップ 

様々な健康レベルやライフステージにある人々が必要とする医療と日常生活を支えるために、看護

の実践現場のスタッフとともに研究成果を取り入れた良い実践を行い、皆のものにできるように働き

かけ、その活動を理論づけ体系化していくことのできるリーダーの役割を果たせる人材。 
 

・ 社会のニーズを保健福祉政策に組みこんでいくことができる看護職者 

   人口構成の変化、疾病構造の変化により、多様化してきている保健医療へのニーズを意識化し、そ

れを的確にくみ上げ、保健福祉政策に反映させ、計画・実施・評価し、さらには改善、実施していけ

る豊かな学識、高い教養、確かな実践力をもつ人材。 
 

・ 多分野との協働を通じて保健医療の質を高めていける調和のとれた看護職者 

   地球規模で進展するグロバリゼーションの時代の多様な文化を理解し、その文化を擁する個人を尊

重し、人々の抱える困難を乗り越えるのに必要な関係職種と良いチームワークを築き協働を図り進展

させていくことによって、地域の医療・看護水準を引き上げていくことのできる核となる人材。 
 

 

 ２．博士後期課程の構成 

 

 

<課  程> 博士後期課程 

  <専  攻> 看護学専攻 

  <取得できる学位> 博士（看護学） 
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Ⅴ　看護学研究科博士後期課程の概要

看護学研究科博士後期課程の概要 

 

 

 １．教育研究の目標 

 

博士後期課程においては、看護学の知識の蓄積に貢献する研究を独自に計画し遂行することができる研

究者、確かな研究成果を基盤とした高度な技術を駆使する実践者、そして、優れた看護を中心に医療の改

善を推進できる指導的実践者として、次のような人材を養成することを目標としています。 
 

・ ２１世紀における総合保健医療の発展に寄与できる人材 

   現代社会における暮らしを支え、保健医療を支えるチームとして、高度化、複雑化し続ける医学・

看護学の分野で高い研究能力と実践力を身につけ、新たな技術開発、最適なシステムの構築、知識の

体系化に貢献できる人材。 
 
・ より良い看護実践に寄与できるリーダーシップ 

様々な健康レベルやライフステージにある人々が必要とする医療と日常生活を支えるために、看護

の実践現場のスタッフとともに研究成果を取り入れた良い実践を行い、皆のものにできるように働き

かけ、その活動を理論づけ体系化していくことのできるリーダーの役割を果たせる人材。 
 

・ 社会のニーズを保健福祉政策に組みこんでいくことができる看護職者 

   人口構成の変化、疾病構造の変化により、多様化してきている保健医療へのニーズを意識化し、そ

れを的確にくみ上げ、保健福祉政策に反映させ、計画・実施・評価し、さらには改善、実施していけ

る豊かな学識、高い教養、確かな実践力をもつ人材。 
 

・ 多分野との協働を通じて保健医療の質を高めていける調和のとれた看護職者 

   地球規模で進展するグロバリゼーションの時代の多様な文化を理解し、その文化を擁する個人を尊

重し、人々の抱える困難を乗り越えるのに必要な関係職種と良いチームワークを築き協働を図り進展

させていくことによって、地域の医療・看護水準を引き上げていくことのできる核となる人材。 
 

 

 ２．博士後期課程の構成 

 

 

<課  程> 博士後期課程 

  <専  攻> 看護学専攻 

  <取得できる学位> 博士（看護学） 
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看護学研究科

 ３．教育研究領域 

 
博士後期課程における研究領域と領域を構成する研究分野の内容は、次のとおりです。 

 
《実証看護技術学領域》 

実証看護技術学 

臨床現場で実践されている様々な看護技術・看護理論について系統的に探究します。科学的看護

技術や看護理論に関する実証的研究に基づき、新たな看護技術、看護理論を構築する研究を行いま

す。 
 

   看護援助実証学 

優れた看護援助の実践を分析し、新たな概念や理論を導く研究を行います。新たな理論に基づく

援助の効果を実証する研究を行います。 

 

看護管理学 

看護領域で実践されている組織マネジメントについて、組織分析や組織運営に必須となるデータ

利活用やICT（Information and Communication Technology：情報通信技術 ）の利活用を行いなが

ら、新たな概念や理論を導く研究を行います。実践に応用できる研究・開発を行います。 

 

慢性・障害看護学 

がんを含む慢性疾患や障害を有する成人とその家族に対して臨床で実践されている看護援助につ

いて系統的に分析、評価し、効果的な援助方法を開発します。患者教育の効果を系統的に査定する

方法について研究を行います。 

 

  《女性健康看護学領域》 

女性健康看護学 

リプロダクティブ・ヘルス／ライツやセクシュアリティの視点から、現代社会における女性やそ

の家族の諸問題を探究し、看護支援や理論構築を目的とした研究を行います。女性やその家族のヘ

ルスプロモーション推進に向けた看護支援に関する新たな概念や理論、方法論を導く研究を行いま

す。 

 
  《地域健康看護学領域》 

小児・家族看護学 

健康問題をもつ子どもとその家族の看護援助に関する事項やあるいはすべてのライフステージで

の家族援助に関する研究を行います。子どもや家族のＱＯＬやセルフケアの向上を目指し、顕在的、

潜在的な健康問題や問題解決するために必要な小児看護学あるいは家族看護学理論や方法論、技法

を追究、構築するための研究を行います。 
 

老年看護学 

高齢者のヘルスプロモーションを図り、健康を障害する危機的状況に対するあり方について探究

します。医療・保健・福祉の連携による実践を分析し、新たな概念、理論を導く研究を行います。 

 

地域健康看護学 

地域におけるさまざまな健康レベルをもつ対象者への健康支援のあり方について探究します。保

健・医療・福祉の連携による実践を分析し、新たな概念、理論を導く研究を行います。 

 
地域精神保健看護学 

地域における社会資源の機能に関する諸問題と社会資源の質や量の向上を目的とした研究を行い

ます。精神看護学における新たな概念、理論を導き、実践に応用できる研究を行います。 

 

学校保健看護学 

学校現場で実践されている養護教諭の行う養護活動のあり方についてその専門性についてより深

く探究します。さまざまな健康相談活動の分析を通して新たな健康相談活動の方法と理論を追究し

ます。 

 
 

 ４．教育課程の考え方・特色 

 

【考え方】 

看護実践の場では、「経験知や直感に基づいた看護」が行われており、「科学的根拠に基づいた看護」

を目指した高度な研究が必要となってきています。また、認知症高齢者や慢性疾患を有する人の多く

が在宅で療養していく保健医療システムのなかで、患者自身とその家族支援実践に役立てることの

できる実証的研究が重要となっていきています。本研究科は、「実践」そして「実証」を教育研究の

特色とし、これを充実させていくことにより、本県の医療・看護の充実・発展に大きく貢献すること

ができると考えられます。 
 

【特 色】 

・特論の開講 

   博士後期課程においては、博士前期課程における教育を継承し、さらに高度化するとともに、実践・

実証能力を一層強化するため、教員と大学院生の参加による「実証的」視点を強化する看護学特論及

び研究方法特論を開講します。各大学院生の選択する特別研究と直結する特論を履修していただきま

すが、健康心理学研究方法特論や、その他関連のある特論も履修することを奨励します。 
   この特論では、学内の教員のみならず、関連分野の第一線において活躍している看護実践者や実証

的研究者などを講師として随時招待し、豊富な経験や科学的看護論などについて話題を提供していた

だき討論します。大学院生は講師との討論に積極的に参加して、自ら主体的に意見を延べ、看護学研

究者としての資質を磨きます。 
・共同研究（研究プロジェクト）への大学院生の参加の促進 

  学内には、本研究科・学部の研究グループや、他学部や地域の保健医療従事者を含む共同研究、研

究プロジェクト等が数多く進行しています。このような活動に、積極的に参加することにより、組織

的な研究遂行の方法、研究技法の修得、必要資料の収集方法などについて、実践を通して学ぶことが

できると同時に、学際的な視野と研究倫理についての学びを深めることができます。 
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Ⅴ　看護学研究科博士後期課程の概要

 ３．教育研究領域 

 
博士後期課程における研究領域と領域を構成する研究分野の内容は、次のとおりです。 

 
《実証看護技術学領域》 

実証看護技術学 

臨床現場で実践されている様々な看護技術・看護理論について系統的に探究します。科学的看護

技術や看護理論に関する実証的研究に基づき、新たな看護技術、看護理論を構築する研究を行いま

す。 
 

   看護援助実証学 

優れた看護援助の実践を分析し、新たな概念や理論を導く研究を行います。新たな理論に基づく

援助の効果を実証する研究を行います。 

 

看護管理学 

看護領域で実践されている組織マネジメントについて、組織分析や組織運営に必須となるデータ

利活用やICT（Information and Communication Technology：情報通信技術 ）の利活用を行いなが

ら、新たな概念や理論を導く研究を行います。実践に応用できる研究・開発を行います。 

 

慢性・障害看護学 

がんを含む慢性疾患や障害を有する成人とその家族に対して臨床で実践されている看護援助につ

いて系統的に分析、評価し、効果的な援助方法を開発します。患者教育の効果を系統的に査定する

方法について研究を行います。 

 

  《女性健康看護学領域》 

女性健康看護学 

リプロダクティブ・ヘルス／ライツやセクシュアリティの視点から、現代社会における女性やそ

の家族の諸問題を探究し、看護支援や理論構築を目的とした研究を行います。女性やその家族のヘ

ルスプロモーション推進に向けた看護支援に関する新たな概念や理論、方法論を導く研究を行いま

す。 

 
  《地域健康看護学領域》 

小児・家族看護学 

健康問題をもつ子どもとその家族の看護援助に関する事項やあるいはすべてのライフステージで

の家族援助に関する研究を行います。子どもや家族のＱＯＬやセルフケアの向上を目指し、顕在的、

潜在的な健康問題や問題解決するために必要な小児看護学あるいは家族看護学理論や方法論、技法

を追究、構築するための研究を行います。 
 

老年看護学 

高齢者のヘルスプロモーションを図り、健康を障害する危機的状況に対するあり方について探究

します。医療・保健・福祉の連携による実践を分析し、新たな概念、理論を導く研究を行います。 

 

地域健康看護学 

地域におけるさまざまな健康レベルをもつ対象者への健康支援のあり方について探究します。保

健・医療・福祉の連携による実践を分析し、新たな概念、理論を導く研究を行います。 

 
地域精神保健看護学 

地域における社会資源の機能に関する諸問題と社会資源の質や量の向上を目的とした研究を行い

ます。精神看護学における新たな概念、理論を導き、実践に応用できる研究を行います。 

 

学校保健看護学 

学校現場で実践されている養護教諭の行う養護活動のあり方についてその専門性についてより深

く探究します。さまざまな健康相談活動の分析を通して新たな健康相談活動の方法と理論を追究し

ます。 

 
 

 ４．教育課程の考え方・特色 

 

【考え方】 

看護実践の場では、「経験知や直感に基づいた看護」が行われており、「科学的根拠に基づいた看護」

を目指した高度な研究が必要となってきています。また、認知症高齢者や慢性疾患を有する人の多く

が在宅で療養していく保健医療システムのなかで、患者自身とその家族支援実践に役立てることの

できる実証的研究が重要となっていきています。本研究科は、「実践」そして「実証」を教育研究の

特色とし、これを充実させていくことにより、本県の医療・看護の充実・発展に大きく貢献すること

ができると考えられます。 
 

【特 色】 

・特論の開講 

   博士後期課程においては、博士前期課程における教育を継承し、さらに高度化するとともに、実践・

実証能力を一層強化するため、教員と大学院生の参加による「実証的」視点を強化する看護学特論及

び研究方法特論を開講します。各大学院生の選択する特別研究と直結する特論を履修していただきま

すが、健康心理学研究方法特論や、その他関連のある特論も履修することを奨励します。 
   この特論では、学内の教員のみならず、関連分野の第一線において活躍している看護実践者や実証

的研究者などを講師として随時招待し、豊富な経験や科学的看護論などについて話題を提供していた

だき討論します。大学院生は講師との討論に積極的に参加して、自ら主体的に意見を延べ、看護学研

究者としての資質を磨きます。 
・共同研究（研究プロジェクト）への大学院生の参加の促進 

  学内には、本研究科・学部の研究グループや、他学部や地域の保健医療従事者を含む共同研究、研

究プロジェクト等が数多く進行しています。このような活動に、積極的に参加することにより、組織

的な研究遂行の方法、研究技法の修得、必要資料の収集方法などについて、実践を通して学ぶことが

できると同時に、学際的な視野と研究倫理についての学びを深めることができます。 
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看護学研究科

・研究指導科目としての「特別研究」 

 本研究科博士前期課程において修得した基幹的な研究能力に基づき、博士後期課程においては、特論

や研究プロジェクト参加を通して見出した研究課題を中心に、研究を計画し遂行するプロセスを指導し

ます。 
  研究指導科目として「実証看護技術学特別研究」、「女性健康看護学特別研究」及び「地域健康看護学

特別研究」を開講し、大学院生を自立した研究者として指導育成するために本人が自身で研究を計画し

遂行することを重視します。このように博士後期課程の教育課程は、大学院生を自立した研究者として

養成するところに主眼をおいています。 
 

5．履修指導及び研究指導の方法 

 

研究領域の研究指導方法 

本研究科は、1専攻からなるが、「実証看護技術学領域」、「女性健康看護学領域」及び「地域健康看護

学領域」の 3 研究領域を置き、それぞれに対応した研究指導科目として「実証看護技術学特別研究」、

「女性健康看護学特別研究」及び「地域健康看護学特別研究」を設け、これら「特別研究」は、それぞ

れの領域に属する学生の必修とします。 
  本科目は、主研究指導教員と副研究指導教員の指導により、必要に応じて教育的観点からの文献抄読、

臨床及び現地調査などを通して、研究方法、研究手法の一層の熟達を図ります。さらに、博士論文のテ

ーマ設定、テーマに即した文献検討、研究計画書作成、基礎的実験や、臨床及び現地調査を行って論文

作成にいたることを内容とするものであり、この過程において、倫理的配慮ができる資質の育成を図り

ます。 
  1 年次にそれぞれの研究領域および関連の「特論」を履修するとともに、教員の共同研究のプロジェ

クトへの参加、関連学会への参加によって総合的・学際的に論考できるように指導し、各自の研究テー

マを設定します。2・3 年次には、本人の研究テーマにそった活動を中心とし、3 年次に論文を完成し、

審査を受けるようにします。 
 

 6．修了要件 

 

修了要件は、博士後期課程に原則として 3 年以上在学し、授業科目について所定の単位（特論：2 単

位以上、特別研究：8単位）を修得し、かつ、必要な研究指導を受けたうえで、博士論文の審査及び最終

試験に合格することとします。 
  ただし、在学期間に関しては、特に優れた研究業績を上げた者については、大学院に3年（修士課程

に2年以上在学し、当該課程を修了した者にあっては、当該課程における在学期間を含む）以上在学す

れば足りるものとします。 
 

《学位（博士）論文審査の基準》 
学位（博士）論文の審査項目は、１） 研究の目的、方法、結果及び考察の一貫性並びに妥当性、２） 

看護学研究としての独創性、有用性、３）学位論文発表時の質問への対応です。 
 

 7．履修登録 

 
研究科の授業科目を履修するためには、学期初めの所定の期日まで（学年暦の履修登録期間中）に、

大学院生自らが学内情報システムにより履修しようとする授業科目を登録する必要があります。 
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１ 授業科目一覧表（博士後期課程） 

授  業  科  目  の  名  称 配当年次 
単 位 数 

備    考 
選 択 

 看護学研究科 

   看護学専攻  博士後期課程 

   

専 

門 

分 

野 

選 

択 

科 

目 

実証看護技術学特論 

看護援助実証特論 

看護管理学特論 

慢性・障害看護ケア特論 

応用看護情報学特論 

細胞・分子生物学研究法特論 

女性健康看護学特論 

地域健康看護学特論 

老年健康看護学特論 

小児・家族看護学特論 

精神障碍者地域生活支援活動特論 

学校保健看護学特論 

創傷ケア実証特論 

健康心理学研究方法特論 

１ 前 

１ 前 

１ 前 

１ 前 

１ 前 

１ 前 

１ 前 

１ 前 

１ 前 

１ 前 

１ 前 

１ 前 

１ 後 

１ 後 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

 

 

 

 

 

選択 

 

選択する研究分野の科目２単

位を含む２単位以上 

研 

究 

指 

導 

科 

目 

 

実証看護技術学特別研究 

   

女性健康看護学特別研究 

 

地域健康看護学特別研究 

 

１～３ 

 

１～３ 

 

１～３ 

 

８ 

 

８ 

 

８ 

 

 

 

選択 ８単位 

 

 

・研究指導科目の「○○研究」は、学位論文予備審査に合格した場合に成績が確定する。 
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Ⅵ　授業科目

１ 授業科目一覧表（博士後期課程） 

授  業  科  目  の  名  称 配当年次 
単 位 数 

備    考 
選 択 

 看護学研究科 

   看護学専攻  博士後期課程 

   

専 

門 

分 

野 

選 

択 

科 

目 
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学校保健看護学特論 

創傷ケア実証特論 

健康心理学研究方法特論 

１ 前 

１ 前 

１ 前 

１ 前 

１ 前 

１ 前 

１ 前 

１ 前 

１ 前 

１ 前 

１ 前 

１ 前 

１ 後 

１ 後 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

 

 

 

 

 

選択 

 

選択する研究分野の科目２単

位を含む２単位以上 

研 

究 

指 

導 

科 

目 

 

実証看護技術学特別研究 

   

女性健康看護学特別研究 

 

地域健康看護学特別研究 

 

１～３ 

 

１～３ 

 

１～３ 

 

８ 

 

８ 

 

８ 

 

 

 

選択 ８単位 

 

 

・研究指導科目の「○○研究」は、学位論文予備審査に合格した場合に成績が確定する。 
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２ 履修モデル 
 

■ 《実証看護技術学領域（実証看護技術学）》 

区 分 授業科目名 単位数 

専門分野選択科目 
実証看護技術学特論 

創傷ケア実証特論 

２ 

１ 

研究指導科目 実証看護技術学特別研究 ８ 

合     計 １１ 

 
 

■ 《実証看護技術学領域（看護援助実証学）》 

区 分 授業科目名 単位数 

専門分野選択科目 看護援助実証特論 ２ 

研究指導科目 実証看護技術学特別研究 ８ 

合     計 １０ 

 
 

■ 《実証看護技術学領域（看護管理学）》 

区 分 授業科目名 単位数 

専門分野選択科目 看護管理学特論 ２ 

研究指導科目 実証看護技術学特別研究 ８ 

合     計 １０ 

 

 

■ 《実証看護技術学領域（慢性・障害看護学）》 

区 分 授業科目名 単位数 

専門分野選択科目 慢性・障害看護ケア特論 ２ 

研究指導科目 実証看護技術学特別研究 ８ 

合     計 １０ 

 
 

■ 《女性健康看護学領域（女性健康看護学）》 

区 分 授業科目名 単位数 

専門分野選択科目 女性健康看護学特論 ２ 

研究指導科目 女性健康看護学特別研究 ８ 

合     計 １０ 

 
 
 

■ 《地域健康看護学領域（小児・家族看護学）》 

区 分 授業科目名 単位数 

専門分野選択科目 小児・家族看護学特論 ２ 

研究指導科目 地域健康看護学特別研究 ８ 

合     計 １０ 

 
 

■ 《地域健康看護学領域（老年看護学）》 

区 分 授業科目名 単位数 

専門分野選択科目 老年健康看護学特論 ２ 

研究指導科目 地域健康看護学特別研究 ８ 

合     計 １０ 

 
 

■ 《地域健康看護学領域（地域健康看護学）》 

区 分 授業科目名 単位数 

専門分野選択科目 地域健康看護学特論 ２ 

研究指導科目 地域健康看護学特別研究 ８ 

合     計 １０ 

 
 

■ 《地域健康看護学領域（地域精神保健看護学）》 

区 分 授業科目名 単位数 

専門分野選択科目 精神障碍者地域生活支援活動特論 ２ 

研究指導科目 地域健康看護学特別研究 ８ 

合     計 １０ 

 
 

■ 《地域健康看護学領域（学校保健看護学）》 

区 分 授業科目名 単位数 

専門分野選択科目 学校保健看護学特論 ２ 

研究指導科目 地域健康看護学特別研究 ８ 

合     計 １０ 
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Ⅵ　授業科目

２ 履修モデル 
 

■ 《実証看護技術学領域（実証看護技術学）》 

区 分 授業科目名 単位数 

専門分野選択科目 
実証看護技術学特論 

創傷ケア実証特論 

２ 

１ 

研究指導科目 実証看護技術学特別研究 ８ 

合     計 １１ 

 
 

■ 《実証看護技術学領域（看護援助実証学）》 

区 分 授業科目名 単位数 

専門分野選択科目 看護援助実証特論 ２ 

研究指導科目 実証看護技術学特別研究 ８ 

合     計 １０ 

 
 

■ 《実証看護技術学領域（看護管理学）》 

区 分 授業科目名 単位数 

専門分野選択科目 看護管理学特論 ２ 

研究指導科目 実証看護技術学特別研究 ８ 

合     計 １０ 

 

 

■ 《実証看護技術学領域（慢性・障害看護学）》 

区 分 授業科目名 単位数 

専門分野選択科目 慢性・障害看護ケア特論 ２ 

研究指導科目 実証看護技術学特別研究 ８ 

合     計 １０ 

 
 

■ 《女性健康看護学領域（女性健康看護学）》 

区 分 授業科目名 単位数 

専門分野選択科目 女性健康看護学特論 ２ 

研究指導科目 女性健康看護学特別研究 ８ 

合     計 １０ 

 
 
 

■ 《地域健康看護学領域（小児・家族看護学）》 

区 分 授業科目名 単位数 

専門分野選択科目 小児・家族看護学特論 ２ 

研究指導科目 地域健康看護学特別研究 ８ 

合     計 １０ 

 
 

■ 《地域健康看護学領域（老年看護学）》 

区 分 授業科目名 単位数 

専門分野選択科目 老年健康看護学特論 ２ 

研究指導科目 地域健康看護学特別研究 ８ 

合     計 １０ 

 
 

■ 《地域健康看護学領域（地域健康看護学）》 

区 分 授業科目名 単位数 

専門分野選択科目 地域健康看護学特論 ２ 

研究指導科目 地域健康看護学特別研究 ８ 

合     計 １０ 

 
 

■ 《地域健康看護学領域（地域精神保健看護学）》 

区 分 授業科目名 単位数 

専門分野選択科目 精神障碍者地域生活支援活動特論 ２ 

研究指導科目 地域健康看護学特別研究 ８ 

合     計 １０ 

 
 

■ 《地域健康看護学領域（学校保健看護学）》 

区 分 授業科目名 単位数 

専門分野選択科目 学校保健看護学特論 ２ 

研究指導科目 地域健康看護学特別研究 ８ 

合     計 １０ 
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看護学研究科



Ⅶ　博士論文（博士後期課程）



博士論文 
■ 博士論文の審査 

博士課程の修了要件を満たす見込みが立ち、博士論文の審査を受けようとする学生は、論文内容の予備

審査および審査を申請します。 

■ 博士論文作成等スケジュール 

博士論文の作成及び提出等に係る日程は、下表のとおりです。書類提出期限、様式等については、別

途配布する「学位申請手続要項」「看護学研究科スケジュール」を参照してください。 

 

【博士論文審査の流れ】 
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■ 博士論文作成等スケジュール 

博士論文の作成及び提出等に係る日程は、下表のとおりです。書類提出期限、様式等については、別
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時 期  

入
学
年
度 

入学時    

11 月 

（又は次年度 5 月） 

 

 

 

 

 

修
了
年
度 

11 月 

 

 

 

 

 

 

1 ～2月 

 

（9 月修了の場合は 

 次年度 7～8 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 月 

 

（9 月修了の場合は 

 次年度 9 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 公表保留申請⼿続きをした場合、公表保留事由が消滅した時点で本学教育⽀援室に
届け出ること 

※ 予備審査までの研究進捗状況中間発表会において、研究科委員会より指導を受けることができる。 

研究計画検討会（非公開） 

研究題名報告 

研究計画書等の提出 

学位授与 

学位論文発表会（公開） 

論文発表審査会（非公開） 

学位論文審査申請 

学位論文予備審査申請 

予備審査合否判定（副論文の審査を含む） 

学位論文審査（主査・副査） 

学位論文審査（研究科委員会） 

修了判定 

学位論文予備審査会（非公開） 

学位論文主査・副査決定 

公表(公表保留)申請の手続 

学位論文（CD-R）提出 

学位論文公開（1年以内の学術雑誌への掲載） 

学位論文（最終版）提出 

研究進捗状況中間発表会(非公開) 

学生が行う手続・発表等 研究科委員会が行う事項 
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